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ドイツ・ボーデン湖（メーアスブルク）

＊免除科目がある場合は、申込時に、証明書類を持参・提示してください。
＊受験料を添えてお申し込みください。

お問合せ・お申込み先  彦根商工会議所　彦根市中央町 3-8
TEL.22-4551●FAX.26-2730●mail soumu@hikone-cci.or.jp
HP http://www.hikone-cci.or.jp/

平成30年度 彦根商工会議所 検定試験日程発表!!

回

149

150

151

試験日

  6月10日（日）

11月18日（日）

平成31年 2月24日（日）

受験料（税込）級

１級～３級

２級・３級

初級

原価計算初級

日商簿記

試験日

  6月24日（日）

10月28日（日）

平成31年 ２月10日（日）

回

123

124

125

■企業が求める資格、第１位！

簿記は、企業の経営活動を記録・計算・整理して、経営成績と財政状態を明らかに
する技能です。企業の活動を適切、かつ正確に情報公開するとともに、経営管理能
力を身につけるために、簿記は必須の知識です。

ネット試験方式。施行日、回数は
各ネット試験会場が決定します。

受付時間 8：30～17：15（土日・祝日、年末年始・ＧＷ・お盆等での休館時は受付不可）

１級 7,710円
２級 4,630円
３級 2,800円
初級 2,160円
原価計算初級
 2,160円

回

213

214

215

試験日

  6月24日（日）

10月28日（日）

平成31年2月10日（日）

受験料（税込）

受験料（税込）

級

１級
〜
10級

そろばん（珠算）・暗算
■記憶力や集中力アップ！学力向上の効果も

そろばんを学習することは、子供の能力開発に役立つといわれ、計算力・暗算力はもと
より記憶力や、集中力、思考力なども養われるとして、その効用が見直されています。
また、習熟してくると脳を高速に働かせるので学力全体を伸ばすこともできます。

段位認定
■珠算や暗算のさらなるステップアップを

そろばん（珠算） 
1級 2,300円・2級 1,700円
3級 1,500円・4～6級 1,000円
7～10級 900円
暗算 1～10級 900円

回

82

83

試験日

  7月14日（土）

平成31年 2月20日（水）

受験料（税込）級

２級・３級

リテールマーケティング（販売士）
■マーケティング力強化で流通・小売をリードする！

マーケティング知識を活かした販売促進企画の立案のみならず、売場づくりや接客
の技術、在庫管理にいたるまで、幅広く実践的な専門知識が身につきます。販売士は
流通・小売業をはじめ、業種を問わず顧客満足度や生産性の向上に寄与しています。

２級 5,660円
３級 4,120円

珠算・暗算両方 2,900円
珠算のみ 2,500円
暗算のみ 1,200円

＊簿記のみ、当所ホームページからネット申込できます（申込期間内に限る）。
＊「原価計算初級」は、平成30年度に新たに創設。

各検定試験の申込期間は不易流行３月号にてお知らせします

特集 美食都市への道のり
近江「美食都市」推進プロジェクト その後

美
食
都
市
へ
の
道
の
り

美食都市とは、「地域の食材にふれることのできる市場や直売店
（または生産地）があり、郷土料理、伝統料理やご当地グルメなど
を体験できる飲食店、老舗やプログラムがあり、そして飲食の楽
しみを生産者・料理人とともに体験できるフードイベントやフー
ドフェスティバルのある都市である。かつ、それらが観光情報と
して発信されている都市のこと」である。（不易流行2016.07.01より）

　
「
ロ
ー
カ
ル
・ク
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
の
主

役
は
ガ
ス
ト
ロ
ノ
ミ
ー（
食
文
化
を
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と
し
た
生
活
文
化
産

業
）だ
」と
い
わ
れ
て
久
し
い
。

　
「
欧
州
連
合 

宣
言
２
０
１
４
」に
、ガ

ス
ト
ロ
ノ
ミ
ー
と
は「
健
康
的
生
活
と
食

を
通
じ
た
喜
び
を
分
か
ち
合
う
た
め
の

知
識
、体
験
、芸
術
、ク
ラ
フ
ト
を
統
合
し

た
概
念
で
あ
る
」と
謳
わ
れ
る
よ
う
に
、

ガ
ス
ト
ロ
ノ
ミ
ー
は
地
域
の
文
化
と
ラ

イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
知
る
た
め
の
欠
く
こ

と
の
で
き
な
い
要
素
で
あ
る
と
共
に
、観

光
の
新
し
い
ト
レ
ン
ド
に
結
び
つ
い
て

い
る
。

　
美
食
都
市
、或
い
は
グ
ル
メ
都
市
は
、

旅
行
者
を
ワ
ク
ワ
ク
さ
せ
る
魅
力
を

持
っ
て
い
る
。観
光
客
が
訪
問
地
を
選
定

す
る
要
素
に「
食
の
魅
力
」が
占
め
る
割

合
は
大
き
い
。ま
た
観
光
目
的
地
で
の
食

体
験
が
旅
行
者
の
満
足
度
に
大
き
な
比

重
を
占
め
、旅
行
消
費
額
で
の
比
重
も
高

い
。「
フ
ー
ド
ツ
ー
リ
ズ
ム
」は
、観
光
戦

略
の
有
力
な
コ
ン
テ
ン
ツ
の
ひ
と
つ
で

あ
り
、ガ
ス
ト
ロ
ノ
ミ
ー
資
源
か
ら
観
光

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
を
創
造
す
る
こ
と
が
、

近
江
ガ
ス
ト
ロ
ノ
ミ
ッ
ク
シ
テ
ィ
へ
の

未
来
を
拓
く
。そ
し
て
何
よ
り
、近
江
地

域
は「
観
光
的
付
加
価
値（
特
に
歴
史
遺

産
）」が
豊
富
で
あ
り
、「
味
覚
的
付
加
価

値
」を
創
造
す
る
こ
と
は
大
き
な
来
訪
者

増
加
に
繋
が
る
可
能
性
を
持
っ
て
い
る
。

今
後
展
開
す
る
美
食
文
化
創
造
は
、か
つ

て
の
伝
統
的
食
文
化
の
掘
り
起
こ
し
に

よ
る
再
生
と
地
域
の
伝
統
文
化
に
合
う

新
し
い
潮
流
を
取
り
入
れ
た
も
の
と
な

る
。近
江
各
地
域
が
そ
れ
ぞ
れ
の
在
来
作

物
を
掘
り
起
こ
し
、琵
琶
湖
の
水
産
物
を

加
え
た
食
材
を
使
っ
た
美
食
料
理
と
特

産
品
を
展
開
す
れ
ば
、リ
ピ
ー
タ
ー
に
も

応
え
ら
れ
る
美
食
エ
リ
ア
と
し
て
認
識

さ
れ
る
可
能
性
が
高
く
な
る
。

　
「
味
覚
的
付
加
価
値
」と「
観
光
的
付

加
価
値
」に
よ
る
相
乗
効
果
を
狙
う
の
が

フ
ー
ド
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
成
立
要
因
で
あ

る
。土
地
の
景
観
や
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
、

旅
情
、人
々
の
生
活
習
慣
、歴
史
の
発
見
、

農
水
産
物
な
ど
の
諸
要
素
と
フ
ー
ド
ツ

ー
リ
ズ
ム
の
美
味
と
の
相
互
作
用
や
一

体
化
が
、新
し
い
観
光
体
験
と
な
っ
て
い

く
。近
江
地
域
全
体
で
捉
え
る
も
の
と
、

各
市
町
独
自
で
開
発
す
る
も
の
と
の
両

方
が
必
要
で
あ
り
、都
市
政
策
と
し
て
位

置
付
け
た
上
で
産
官
学
協
働
で
取
り
組

む
こ
と
で
、地
域
連
携
に
よ
る
フ
ー
ド
ツ

ー
リ
ズ
ム
の
新
た
な
モ
デ
ル
が
確
立
で

き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
フ
ー
ド
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
お
い
て
食
は

「
美
味
」で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。美
味
な

食
を
構
成
す
る
生
産
物
、食
材
、料
理
人
、

食
文
化
、景
観
、サ
ー
ビ
ス
、伝
統
の
味
、

器
な
ど
は
す
べ
て
観
光
資
源
と
な
り
う

る
。故
、ロ
ー
カ
ル
・ク
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
の

主
役
な
の
で
あ
る
。美
味
し
い
も
の
の
無

い
ま
ち
に
は
人
は
来
な
い
！「
近
江
ガ
ス

ト
ロ
ノ
ミ
ッ
ク
シ
テ
ィ
構
想
」は
、ガ
ス

ト
ロ
ノ
ミ
ー
に
よ
る
集
客
力
向
上
と
地

域
経
済
活
性
化
と
地
方
創
生
の
実
現
を

目
指
す
の
で
あ
る
。

　
２
０
１
４
年
、彦
根
商
工
会
議
所
は

「
ひ
こ
ね
ブ
ラ
ン
ド
開
発
委
員
会
」を
設

置
し
、「
彦
根
と
い
う
都
市
の
あ
る
べ
き

姿
、望
む
べ
く
カ
タ
チ
」を
論
じ
る
こ
と

か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
。マ
ク
ロ
的
視
点
と

現
状
の
問
題
点
の
双
方
を
論
じ
な
が
ら

「
ひ
こ
ね
ブ
ラ
ン
ド
」の
イ
メ
ー
ジ
づ
く

り
へ
の
同
意
形
成
を
行
っ
た
。そ
し
て
、

『
歴
史
を
愉
し
む
城
下
町
、彦
根
』を
ブ
ラ

ン
ド
コ
ン
セ
プ
ト
と
し
、全
国
・世
界
を

視
野
に
入
れ
た
集
客
交
流
産
業
を
成
長

ド
ラ
イ
バ
ー
と
す
る
こ
と
、市
民
の「
誇

り
」を
呼
び
起
こ
し
郷
土
愛
を
高
揚
さ
せ

る
こ
と
を
戦
略
と
し
て
決
定
し
た
。そ
の

た
め
に
は
世
界
中
の
人
々
が
、一
生
に
一

度
は
滞
在
し
て
み
た
い
と
思
う「
憧
れ
の

街
」の
リ
ス
ト
に
彦
根
を
加
え
て
も
ら
え

る
よ
う
、対
外
的
な
ア
ピ
ー
ル
も
必
要
と

な
る
。

美
食
都
市（
ガ
ス
ト
ロ
ノ
ミ
ッ
ク
シ
テ
ィ
）を

目
指
す
理
由
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２
０
１
５
年
、誘
客
の
た
め
の
Ｄ
Ｍ
Ｏ

組
織「
近
江
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
推
進
協
議

会
」を
近
隣
の
３
市
４
町
で
設
立
。そ
の

後
法
人
化
し
、２
０
１
６
年
２
月
26
日
に

観
光
庁
登
録
日
本
版
Ｄ
Ｍ
Ｏ
候
補
法
人

と
な
り
、「
一
般
社
団
法
人
近
江
ツ
ー
リ

ズ
ム
ボ
ー
ド
」と
名
称
変
更
。歴
史
都
市

の
魅
力
を
磨
き
上
げ
、全
国
世
界
に
発
信

す
る
事
業
へ
の
取
り
組
み
を
ス
タ
ー
ト
さ

せ
た
。そ
の
後
、２
０
１
７
年
11
月
28
日

に
は
観
光
庁
よ
り「
日
本
版
Ｄ
Ｍ
Ｏ
候
補

法
人
」か
ら「
日
本
版
Ｄ
Ｍ
Ｏ
」と
し
て
改

め
て
登
録
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
近
江
ツ
ー
リ
ズ
ム
ボ
ー
ド
は
設
立
以

来
、「
観
光
集
客
産
業
を
主
軸
と
し
た
地

域
経
済
活
性
化
」を
目
的
に
地
域
連
携
を

含
ん
だ
ス
キ
ー
ム
を
構
築
し
、国
内
外
か

ら
の
来
訪
者
の
消
費
に
よ
る
経
済
パ
イ

の
増
大
と
、広
義
で
の
観
光
サ
ー
ビ
ス
産

業
に
よ
る
雇
用
拡
大
・地
域
の
全
産
業
の

活
性
化
を
目
指
し
て
い
る
。

　
２
０
１
６
年
度
に
は
、彦
根
商
工
会
議

所
と
近
江
ツ
ー
リ
ズ
ム
ボ
ー
ド
が
中
心

と
な
り
、内
閣
府
地
方
創
生
本
部
や
県
・

市
の
支
援
を
受
け
、「
近
江『
美
食
都
市
』

推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」が
本
格
始
動
し

た
。

　
「
近
江『
美
食
都
市
』推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」は
３
年
間
継
続
事
業
と
し
て
ス
タ
ー

ト
し
、次
の
４
つ
の
事
業
が
進
め
ら
れ
て

い
る
。

①「
農
商
工
連
携
に
よ
る
地
域
食
材
の
開

　

発
及
び
増
産
」

②「
調
理
技
術
向
上
の
た
め
の
地
域
料
理

　

人
へ
の
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催（
地
域
食
材

　

を
使
用
）」

③「
地
域
料
理
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
た
め
の

　

フ
ー
ド
フ
ェ
ア
の
開
催（
イ
ベ
ン
ト
に

　

よ
る
集
客
）」

④「
地
域
特
有
の
フ
ー
ド
ス
タ
イ
ル
の
開

　

発（
フ
ー
ド
カ
ー
、仮
設
店
な
ど
の
研
究

　

と
開
発
）」

　
２
０
１
７
年
度
は
こ
れ
ま
で
の
食
に
関

す
る
取
り
組
み
と「
近
江『
美
食
都
市
』推

進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」を
連
動
さ
せ
な
が
ら
、

美
食
都
市
に
向
け
た
進
化
を
目
指
す
活
動

と
な
っ
た
。

　
ま
た
、同
時
に
地
域
の
料
理
人
に
よ
る
料

理
人
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
と
経
営
力
強
化
の
た

め
の
美
食
都
市
事
業
運
営
を
目
指
し
、近

江
美
食
研
究
会（O

hm
i G

astronom
y 

Lab

）が
設
立
さ
れ
３
つ
の
事
業
が
行
わ
れ

た
。コ
ン
セ
プ
ト
は「
近
江
を
美
食
都
市
に

す
る
〜
美
味
し
い
も
の
が
あ
る
街
に
人
は

集
う
〜
」で
あ
る
。

一
、近
江
の
食
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ（
料
理
人

　

 

同
士
の
勉
強
会
、美
食
料
理
セ
ミ
ナ
ー

　

 

の
開
催
、地
域
全
体
で
の
レ
シ
ピ
共
有
、

　

 

サ
ー
ビ
ス
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
）

二
、ス
ト
ー
リ
ー
＆
ビ
ジ
ョ
ン
の
確
立（
近

　

 

江
美
食
材
マ
ッ
プ
＆
カ
レ
ン
ダ
ー
）

三
、美
食
に
よ
る
稼
ぐ
仕
組
み
の
確
立

　
具
体
的
に
は
、２
０
１
７
年
８
月
21
日

第
１
回
会
合
が
開
か
れ
、２
０
１
７
年
度

以
降
の
美
食
関
連
事
業
に
つ
い
て
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
た
。

　
２
０
１
８
年
２
〜
３
月
開
催
予
定
の
料

理
セ
ミ
ナ
ー
の
講
師
の
選
定
や
２
０
１
７

年
10
〜
12
月
に
秦
荘
や
ま
い
も
と
多
賀
に

ん
じ
ん
の
生
産
地
で
、立
花
尚
子
氏（
野
菜

ソ
ム
リ
エ
上
級
プ
ロ
、近
江「
美
食
都
市
」

推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）エ

ス
コ
ー
ト
に
よ
る
勉
強
会
が
実
施
さ
れ
、

今
後
の
近
江
美
食
グ
ラ
ン
プ
リ
等
の
事
業

で
も
近
江
美
食
研
究
会
が
主
と
な
り
準
備

が
進
め
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　　
美
食
都
市（G

astoronom
ic C

ity

）

と
し
て
Ｕ
Ｃ
Ｃ
Ｎ（
ユ
ネ
ス
コ
創
造
都
市

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）ガ
ス
ト
ロ
ノ
ミ
ー
分
野

に
登
録
さ
れ
て
い
る
都
市
は
、２
０
１
５

年
時
点
で
18
都
市（
日
本
で
は
鶴
岡
市
）。

　
Ｕ
Ｃ
Ｃ
Ｎ
ガ
ス
ト
ロ
ノ
ミ
ー
分
野
に
関

し
て
は
加
盟
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
明
文
化
さ

れ
て
い
る
。

ⅰ 

都
市
の
中
心
や
周
辺
地
域
の
特
徴
的

　

 

な
ガ
ス
ト
ロ
ノ
ミ
ー
の
発
展

ⅱ 

数
多
く
の
伝
統
的
レ
ス
ト
ラ
ン
や
シ
ェ

　

 

フ
の
活
気
に
満
ち
た
ガ
ス
ト
ロ
ノ
ミ
ー

　

 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ⅲ 

伝
統
料
理
に
使
わ
れ
る
地
元
固
有
の

　

 

食
材

ⅳ 

産
業
と
技
術
の
進
歩
を
生
き
ぬ
い
た
地

　

 

方
の
ノ
ウ
ハ
ウ
、伝
統
的
な
料
理
実
践

　

 

と
調
理
方
法

ⅴ 

伝
統
的
食
品
マ
ー
ケ
ッ
ト
と
伝
統
的

　

 

食
品
産
業

ⅵ 

ガ
ス
ト
ロ
ノ
ミ
ー
・フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
、

　

 

ア
ワ
ー
ド
、コ
ン
テ
ス
ト
と
そ
の
他
の

　

 

広
い
タ
ー
ゲ
ッ
ト
へ
の
認
識
の
方
法

　

 

を
主
催
す
る
伝
統

ⅶ 

持
続
可
能
な
地
元
の
生
産
物
の
環
境
と

　

 

促
進
に
対
す
る
尊
重

ⅷ 

公
共
理
解
の
育
成
、教
育
研
究
機
関
に

　

 

お
け
る
栄
養
の
促
進
と
料
理
学
校
の

　

 

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で
の
生
物
多
様
性
の

　

 

保
全
プ
ロ
グ
ラ
ム

　
こ
の
Ｕ
Ｃ
Ｃ
Ｎ
登
録
都
市
と「
食
の

都
」は
必
ず
し
も
合
致
し
て
い
る
わ
け
で

は
な
い
。し
か
し
中
小
の
美
食
都
市
と
し

て
著
名
な
サ
ン
セ
バ
ス
チ
ャ
ン
は「
食
の

都
」の
み
の
ノ
ミ
ネ
ー
ト
で
あ
る
が
、以

上
の
８
項
目
を
す
べ
て
満
た
し
て
お
り
、

Ｕ
Ｃ
Ｃ
Ｎ
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
ガ
ス
ト

ロ
ノ
ミ
ッ
ク
・デ
ィ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン

を
考
慮
し
た
広
義
の
基
準
と
し
て
有
用

で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
近
江
美
食
研
究
会
や「
近
江『
美
食
都

市
』推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」の
取
り
組
み

を
Ｕ
Ｃ
Ｃ
Ｎ
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
と
照
ら
し

合
わ
せ
る
と
、ⅱ
は
近
江
美
食
研
究
会
自

体
が
目
指
す
も
の
。ⅲ・ⅴ
・ⅵ
は
近
江
美

食
研
究
会
が「
近
江『
美
食
都
市
』推
進
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」の
中
で
実
施
予
定
。ⅰ・

ⅳ・ⅶ・ⅷ
に
関
し
て
は
、今
後
大
学
な
ど

研
究
・教
育
機
関
や
専
門
家
と
共
に
情
報

の
整
理
と
更
な
る
取
り
組
み
が
必
要
で

あ
ろ
う
。

　
「
近
江『
美
食
都
市
』推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」は
、美
食
都
市
を
目
指
し
、カ
タ
チ
を

成
し
て
き
て
い
る
こ
と
が
判
る
。２
０
１

７
年
度
事
業
で
は
着
実
に
美
食
都
市
形

成
に
向
け
た
事
業
を
展
開
し
て
い
る
。

　
今
回
の
特
集
で
は
近
江
に
お
け
る
美

食
都
市
を
目
指
し
た
取
り
組
み
に
つ
い

て
、具
体
的
な
手
法
と
進
捗
状
況
を
そ
の

要
件
と
照
ら
し
な
が
ら
紹
介
し
た
。

　
（
一
社
）近
江
ツ
ー
リ
ズ
ム
ボ
ー
ド
で

は
、昨
年
度
か
ら
外
国
人
観
光
入
込
客
数

調
査（
モ
バ
イ
ル
空
間
統
計
調
査
）や
観

光
客
満
足
度
調
査
を
開
始
し
、行
政
サ
イ

ド
で
は
観
光
客
に
よ
る
経
済
波
及
効
果

調
査
、民
間
宿
泊
施
設
サ
イ
ド
で
は
、宿

泊
客
数
調
査
が
行
わ
れ
て
お
り
、最
低
限

観
光
に
お
け
る
効
果
測
定
が
可
能
な
土

壌
も
整
い
つ
つ
あ
る
。今
後
、実
施
事
業

に
関
し
て
は
更
な
る
深
度
、未
実
施
の
要

件
に
つ
い
て
は
体
系
的
な
整
理
と
調
査

及
び
事
業
化
が
な
さ
れ
る
こ
と
を
期
待

し
た
い
。

● 井伊枡グランプリ
　2018年２月26日～３月25日の期間で、美食による集客や近江食
材の周知等を目的に、“一合枡”の中にあしらわれた創作料理（近江食
材を使用）を競う「井伊枡グランプリ」を開催する。期間中エントリー
した約20の飲食店で味わうことができる。

● 彦根城梅林ライトアップ「梅あかり」
　2018年３月21日～３月25日の期間で、彦根城梅林にて、ライティ
ングデザイナー内原智史氏により光で唯一無二の幻想的な風景を
演出する「梅あかり」と2016年度同事業により製作されたプロダク
トデザイナーintentionarysの彦根オリジナルのファニチャーや
フードカーによる食事を同時に楽しむことができるナイトフェスティ
バルを開催する。毎日18時より県内高校の吹奏楽部による演奏も行
われる。

● 地域のプロのための美食料理セミナー
　食の都として世界的に有名なスペインのサン・セバスチャンでは、
地域の料理人が料理のレシピや技術を共有し、地域全体の食レベル
を高めた。「美味しいものがある街に、人は集まる」をキャッチフレー
ズに、著名な料理人を講師として招き、近江の食レベルを高めること
を目的とした地域のプロのための美食料理セミナーを開催する。

2017年度 近江「美食都市」推進プロジェクト digest
● 地域産品の調査
　専門家と連携し、2016年度は重点食材として3品の地域食材（米
原市の伊吹大根、多賀町の多賀にんじん、愛荘町の秦荘のやまいも）
を調査。2017年度は、さらに3品（米原市の赤丸かぶ、多賀町の多賀
ごぼう、トマト）を調査予定で、2018年度版の「近江ガストロノミー
美食材マップ＆カレンダー」に加える。

● 近江美食材マップ＆カレンダーのリニューアル
　「近江食材」とは、2市4町等で収穫され、味の良さ、販路の可能
性、安定した生産体制も構築した食材を指す。「近江食材」を地域性
と収穫時期（旬）という2つの軸を用いマップ＆カレンダーという形
で取りまとめる。2017年度リニューアル版では観光ツールとしても
活用するために、さらに様々な情報を加える予定。

● 生産地勉強会
　2017年度は愛荘町の秦荘のやまいもと多賀町の多賀にんじんの
生産地勉強会を開催。今回の企画は2017年度発足した近江美食研
究会（Ohmi Gastronomy Lab）にて検討され、料理人目線の事業
第一弾として開催した。当プロジェクトのアドバイザーである、野菜ソ
ムリエ上級プロの立花尚子氏による講義の後、生産地を訪問、生産
者、関係者の方々から見学した食材について解説いただいた。地域の
料理人と近江食材及び生産地を結びつける第１歩となった。

● フードカーのレンタル
　フードカーは「食」による効果的な観光客誘致と市内観光消費の
拡大による地域経済の活性化を目的としたもので、野外での食イベン
トに対応、歴史的景観と佇まいへの配慮、清掃性、耐久性、デザイン
性が最も優れているオールステンレス製を採用し機能性（整備性）に
は高いレベルを求めて開発・製作された。現在では、鉄板仕様・カフェ
仕様・バー仕様の3種類のフードカーのレンタルを行っており、イベン
ト出店など、店舗のPRも兼ねて利用できる。また長期レンタルになれ
ばより安価な料金となるシステムとなっている。飲食分野での起業を
ご検討の方には是非お勧めしたい。

① 2月14日（水）14：00～16：30　中野勇人氏による中華編

①彦根総合高等学校　②四番町スクエア キッチンスタジオ
③大阪ガス㈱DILIPA彦根 クッキングスタジオ

東京で伝説の中華料理店「萬来園」の2代目。北京にて
数年の修行を経て現在に至る。食通と言われる秋元
康、小山薫堂、会社経営者たちにファンが多い。現在夜
は紹介制。彼の作るマコモ茸の牛肉巻き、シュウマイ
も絶品。フジテレビ「アイアンシェフ」としても出演経
験あり。

25歳のとき料理を志す。「レストランJ」（表参道）、「マ
サズ」（軽井沢）の植木将仁氏のもとで約5年間修業。
「ウルー」（軽井沢）でシェフを務めた後、「シック・プッ
テートル」（八丁堀）のシェフ。2015年度版ミシュラン
ガイドでは一つ星を獲得。2017年9月に「Ｏde」（東
京・広尾）をオープン。

寿司職人歴約20年。完全紹介・予約制の寿司屋「酢飯
屋」(東京・江戸川橋)を経営。都道府県や市町村などを
テーマにした、『酢飯屋バーベキュー』は2012年で60
回を超え、日本各地の地域PR活動の手伝いもしてい
る。また、日本各地の郷土寿司を習い、継承することを
ライフワークとし書籍にまとめている。

Ｕ
Ｃ
Ｃ
Ｎ
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
と
の
照
合

② 2月28日（水）14：00～16：30　岡田大介氏による和食編

③ 3月5日（月）14：00～16：30　生井祐介氏によるフレンチ編 

開催
会場
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「豪州 イナブラ・スクール ジャパンツアー」
ランドオペレート事業レポート

第一弾日本版ＤＭＯ登録!! ～世界水準のＤＭＯを目指して～

日本版DMO・一般社団法人

　一般社団法人近江ツーリズムボードは、
平成28年４月１日の発足以降、日本版ＤＭ
Ｏ候補法人として活動してきたが、平成29
年11月28日をもち、観光庁より、「国内第一
弾の日本版ＤＭＯ法人」として登録を受け
た。これにより、近江ツーリズムボードは組
織として一段ステップアップしたことになる。
　日本政府は、更なる先を見据え、東京オリ
ンピック・パラリンピック大会が開催される
2020年までに、世界水準のＤＭＯを100組
織形成することを目標に準備を進めている。
また、政府は、2016年３月に策定した「明日
の日本を支える観光ビジョン」において、訪
日外国人旅行者数を2020年までに4,000
万人、2030年までに6,000万人という目標

を掲げ、2016年は約2,400万人を記録し、
2017年は2,869万人に達した。
　日本を訪れる外国人旅行者が右肩上が
りで増加し、国内でのインバウンドの取り
組みが急速に加速化している一方で、近江
ツーリズムボードの圏域である湖東地域に
おいては、インバウンドに関しては、まだま
だ後進地域である。今後も拡大しながら押
し寄せるインバウンドの波を上手に捉える
ためには、海外向けの誘客プロモーション
をはじめとした知名度向上、魅力発信から、
多言語表示や決済環境の整備といった
ハード面における受入環境の整備にいたる
まで、湖東地域が一丸となり、積極的に外
国人旅行者の誘客に向けて取り組んでい

く必要がある。 
　現在、近江ツーリズムボードでは、滋賀大
学や宿泊業者の協力のもと、初めて外国人
旅行者向けの満足度調査を実施している。
この調査によって現状の問題点を抽出し、
導き出された課題一つ一つに官民が連携し
て対処していくことが、外国人旅行者の誘
客に向けた重要な第一歩となることは間違
いない。
　現在、行政が中心となり、彦根城の世界遺
産登録に向け取り組みが進んでいるが、湖
東地域観光地のレベルアップと発展に、「世
界水準」のＤＭＯ組織を目指す近江ツーリ
ズムボードに期待が寄せられている。

　地域の観光消費額向上を目的に設立さ
れた組織「日本版ＤＭＯ法人」である一般
社団法人近江ツーリズムボードは、12月
13日（水）から15日（金）にかけて、オース
トラリア シドニーのイナブラ・スクールの
中・高校生の吹奏楽部91名（生徒56名、
保護者26名、教諭９名）を湖東地区に誘客
し、法人設立後初めての大型インバウンド
ランドオペレート事業を催行した。
　彦根城散策や金箔押し体験、雅楽の鑑
賞等、近江の歴史・文化を学んで頂くとと

もに、14日には近江高等学校吹奏楽部と
の合同演奏会「近江高等学校吹奏楽部＆
豪州イナブラ・スクール ～フレンドシップ
コンサート～」を行った。
　今回のランドオペレート催行により「可
視化」された湖東地域のインバウンド対応
の課題は次の２点である。
●ランドオペレートにおける他地域との差
　別化
●食事提供の際の旅行者アレルギー対応
　および多言語表記

　特に、訪日外国人旅行客が今後増加し
ていくと予想される湖東地域において
「食」の対応は急務であり、また「食」の対
応ができなければ訪日外国人旅行客の誘
客は困難である。 
　近江ツーリズムボードでは地域の小売
店・飲食店に向けて、メニュー等の外国語
表記サポートサービスの開始も検討して
いる。今後も積極的に国内外の観光誘客
を実施し、「観光」による地域活性化を目
指す。

▶「琵琶湖周航の歌」は両校と来場者も歌い、
　会場が一体となった

▶滋賀雅楽会の演奏後、実際に日本の楽器を
　体験

▶食事提供の際のアレルギー対応および多言
　語表記

近江ツーリズムボードは、「地域の観光地域づくり
を担う」観光庁の認定を受けた法人です。
地域の「稼ぐ力」を引き出すとともに、地域への誇
りと愛着を醸成する「観光地経営」の視点に立ち、
観光地域づくりを実現するために、明確なコンセ
プトに基づいた観光地域づくりを実現するための
戦略を策定するとともに、戦略を着実に実施してい
きます。

彦根市中央町3-8・tel.0749-22-5580
http://oh-mi.org/

　
周
知
の
よ
う
に
２
０
１
４
年
度
、彦
根

商
工
会
議
所
は『
歴
史
を
愉
し
む
城
下
町
、

彦
根
』と
い
う
ブ
ラ
ン
ド
コ
ン
セ
プ
ト
を

合
意
し
、彦
根
の
魅
力
を
ア
ピ
ー
ル
す
る

活
動
を
通
し
て
、彦
根
に
暮
ら
す
人
々
の

プ
ラ
イ
ド
に
繫
が
る
ま
ち
づ
く
り
に
取
り

組
ん
で
い
る
。

　
「Treasure H

unting O
H
M
I （

近
江

の
ト
レ
ジ
ャ
ー
ハ
ン
テ
ィ
ン
グ
）」は
、旧

彦
根
藩
領
に
存
在
す
る
宝
も
の（
歴
史
遺

産
）に
ス
ポ
ッ
ト
を
あ
て
紹
介
し
て
い
く
。

す
べ
て
の
物
事
に
は
、過
去
・
現
在
・
未
来

が
あ
る
。忘
れ
ら
れ
、或
い
は
語
る
言
葉

を
失
い
埋
も
れ
た
宝
も
の
と
、そ
の
歴
史

を
振
り
返
っ
て
み
た
い
。

　
ま
た
、彦
根
市
は
彦
根
城
の
世
界
遺
産

登
録
に
向
け
て
、「
平
成
31
年（
２
０
１
９
）

ま
で
に
文
化
庁
へ
推
薦
書
原
案
を
提
出
」・

「
平
成
33
年（
２
０
２
１
）ま
で
に
推
薦
」・

「
平
成
36
年（
２
０
２
４
）ま
で
に
世
界
遺

産
登
録
」と
い
う
目
標
年
次
を
公
表
し
て

い
る
。世
界
遺
産
は
顕
著
な
普
遍
的
価
値
・

真
正
性
と
い
う
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
な
言
葉
で

議
論
さ
れ
、我
々
の
及
ぶ
と
こ
ろ
で
は
な

い
が
、彦
根
城
と
同
時
代
の
歴
史
遺
産
に

ス
ポ
ッ
ト
を
あ
て
る
こ
と
で
世
界
遺
産

登
録
を
盛
り
上
げ
た
い
と
願
う
も
の
で

あ
る
。

　
其
の
一
は
、千
代
神
社
本
殿（
国
指
定

重
要
文
化
財
）。

　
小
出
英
樹
当
所
会
頭
が
布
施
博
章
宮

司
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
、事
務
局
で
編
集

し
た
。

小
出
英
樹
会
頭　
子
ど
も
の
頃
に
、千
代

神
社
が
佐
和
山
の
麓
に
あ
り
、本
殿
の
裏

の
林
で
蝉
捕
り
や
タ
ー
ザ
ン
ご
っ
こ
を
し

て
遊
ん
で
い
た
記
憶
が
あ
り
ま
す
。当
時

の
祭
り
の
こ
と
を
覚
え
て
い
る
人
も
多
い

と
思
い
ま
す
。ど
ん
な
経
緯
で
現
在
の
場

所
に
移
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

布
施
博
章
宮
司　
古
沢
町
に
あ
っ
た
の
で

す
が
、千
代
神
社
の
隣
接
地
に
野
沢
石
綿

Treasure Hunting
OHMI

其
の
一 

千
代
神
社
本
殿

千
代
神
社
本
殿（
国
指
定
重
要
文
化
財
）　
桃
山
末
期
か
ら
江
戸
初
期
の
建
造
物
と
し
て
昭
和
24

年
２
月
に
国
宝
に
指
定
さ
れ
、そ
の
後
の
法
の
改
正
に
よ
っ
て
昭
和
25
年
８
月
重
要
文
化
財
建

造
物
と
な
っ
た
。構
造
形
式
：
三
間
社
流
造
、檜
皮
葺（
写
真
・
絵
葉
書 

千
代
神
社
提
供
）

セ
メ
ン
ト
株
式
会
社
の
工
場
が
建
設
さ

れ
、セ
メ
ン
ト
の
粉
塵
が
降
っ
て
く
る
よ

う
に
な
っ
た
と
聞
い
て
い
ま
す
。調
べ
て

み
ま
す
と
、工
場
が
で
き
た
の
が
昭
和
８

年
で
す
。昭
和
28
年
に
は
月
産
約
２
万
ト

ン
、昭
和
38
年
よ
り
月
産
10
万
ト
ン
を
目

標
に
工
場
の
拡
張
増
設
を
計
画
し
て
い

て
、神
社
境
内
地
の
譲
渡
の
申
し
出
が
あ

り
ま
し
た
。神
社
と
し
て
も
長
年
降
り
積

も
っ
た
セ
メ
ン
ト
粉
塵
に
悩
ま
さ
れ
、雨

が
降
る
と
そ
れ
は
も
う
た
い
へ
ん
で
、屋

根
を
流
れ
た
雨
水
が
樋
の
形
に
固
ま
っ
た

そ
う
で
す
。国
指
定
重
要
文
化
財
の
ご
本

殿
の
護
持
と
神
域
保
全
を
は
か
る
目
的
で

移
転
を
計
画
し
、現
地（
旧
大
橋
邸
）を
求

め
、文
化
財
保
護
委
員
会
の
許
可
を
得
て
、

昭
和
41
年
３
月
に
移
転
工
事
の
竣
工
、５

月
に
遷
宮
祭
を
斎
行
し
ま
し
た
。当
時
は

外
馬
場
町
と
い
い
ま
し
た
が
こ
の
地
が
悠

久
の
静
宮
と
な
っ
た
わ
け
で
す
。

小
出　
神
社
が
か
つ
て
あ
っ
た
場
所
は
今

ど
の
辺
り
に
な
り
ま
す
か
？

千
代
神
社
の
由
緒

布
施　
国
道
８
号
線
の
佐
和
山
ト
ン
ネ
ル

の
手
前
に
マ
ル
ハ
ン
彦
根
店
が
あ
り
ま

す
ね
。建
物
の
南
側
の
駐
車
場
か
ら
ネ
ク

ス
テ
ー
ジ
彦
根
店
の
辺
り
だ
と
、写
真
家

の
渋
谷
博
さ
ん
に
お
聞
き
し
た
こ
と
が
あ

り
ま
す
。ネ
ク
ス
テ
ー
ジ
の
建
物
の
辺
り

が
拝
殿
で
更
に
山
側
に
本
殿
が
あ
っ
た
よ

う
で
す
。

小
出　
と
こ
ろ
で
千
代
神
社
の
創
建
は
い

つ
頃
の
こ
と
で
し
ょ
う
。

布
施　
実
は
創
立
年
代
は
よ
く
判
ら
な
い

の
で
す
。社
伝
に
よ
れ
ば
、第
八
代
孝
元

天
皇（
こ
う
げ
ん
て
ん
の
う
）の
皇
女
倭
迩
迩

姫（
や
ま
と
と
と
ひ
め
）の
降
誕
に
よ
っ
て
勧

請
し
、履
中
天
皇（
り
ち
ゅ
う
て
ん
の
う
）の
御

代
に
再
建
さ
れ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま

す
。彦
根
で
最
も
古
い
神
社
で
、千
代
宮

（
ち
よ
の
み
や
）と
い
い
ま
し
た
。千
代
神
社

と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
明
治
２

年
か
ら
で
す
。

小
出　
孝
元
天
皇（
紀
元
前
２
７
３
年
〜

１
５
８
年
）!? 

古
事
記
や
日
本
書
紀
に
登

場
す
る
人
物
で
す
か
ら
、千
代
神
社
は
紀

元
前
か
ら
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

　
千
代
宮
の
あ
っ
た
場
所
を「
姫
袋
」と

い
い
ま
す
が
、皇
女
倭
迩
迩
姫
に
関
係
が

あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

布
施　
か
つ
て
藤
原
氏
の
荘
園
が
あ
っ
た

と
こ
ろ
で
す
の
で
、藤
原
不
比
等
の
娘
が

住
ん
で
い
た
か
ら
と
い
う
人
も
い
ま
す

が
、よ
く
わ
か
り
ま
せ
ん
。千
代
宮
は
石

田
三
成
の
佐
和
山
城
築
城
と
彦
根
城
築
城

時
に
も
移
転
し
て
い
て
、社
殿
や
地
域
の

こ
と
を
記
し
た
資
料
が
失
わ
れ
て
し
ま
っ

た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

布
施　
石
田
三
成
が
佐
和
山
城
を
築
い
た

と
き
に
、姫
袋
の
地
よ
り
彦
根
山
麓
の
尾

末
の
地
、現
在
の
護
国
神
社
の
辺
り
に
移

し
ま
し
た
。三
成
に
と
っ
て
神
様
を
見
下

ろ
す
の
は
憚
ら
れ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん

ね
。天
正
18
年（
１
５
９
０
）頃
の
こ
と
だ

と
思
い
ま
す
。そ
し
て
、彦
根
城
の
築
城

の
と
き
、旧
社
地
の
姫
袋
に
再
び
移
築
さ

れ
ま
し
た
。そ
の
後
は
、井
伊
家
歴
代
の

崇
敬
も
篤
く
、造
営
修
復
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
。

小
出　
そ
の
こ
と
を
記
し
た
資
料
は
残
っ

て
い
る
の
で
す
か
？

布
施　
『
長
光
寺
覚
書
』や
、『
慈
性
日
記
』

（
多
賀
町
安
養
寺
蔵
・
慶
長
19
年
〜
寛
永

20
年
に
至
る
日
記
）、『
井
伊
家
年
譜
』な

ど
に
記
さ
れ
て
い
ま
す
。長
光
寺
は
彦
根

銀
座
の
北
側
に
あ
る
薬
師
如
来
を
祀
る
お

寺
で
す
。尾
末
か
ら
姫
袋
へ
の
移
転
の
時

期
は
寛
永
15
年
５
月
21
日
上
棟
、『
井
伊
家

年
譜
』に
は「
千
代
宮
長
光
寺
よ
り
遷
宮

有
之
御
修
履
也
」と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

姫
袋
か
ら
尾
末
に
移
さ
れ
た
千
代
宮
は
荒

廃
し
て
お
り
、寛
永
９
年
の
春
に
長
光
寺

で
御
霊
を
お
あ
ず
か
り
し
、再
び
姫
袋
に

移
す
と
き
に
修
復
や
新
築
を
し
た
よ
う
で

す
。そ
れ
以
降
、井
伊
家
の
崇
敬
も
篤
く
、

神
域
の
護
持
が
は
か
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

小
出　
寛
永
15
年
と
い
え
ば
１
６
３
８

年
。井
伊
直
孝
の
代
で
す
が
、直
孝
の
命

で
遷
宮
が
行
わ
れ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

布
施　
『
井
伊
家
年
譜
』に
井
伊
直
孝
の
命

で
、と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

小
出　
１
６
３
８
年
で
す
か
ら
彦
根
の
城

下
町
も
完
成
し
て
い
ま
す
。何
か
し
ら
の

軍
事
的
な
意
図
が
あ
っ
た
の
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。こ
の
寛
永
15
年
の
遷
宮
で
新
築

し
た
本
殿
が
国
指
定
の
重
要
文
化
財
な

ん
で
す
ね
。

布
施　
本
殿
は
境
内
か
ら
は
ほ
と
ん
ど
見

え
ま
せ
ん
。多
く
の
人
が
拝
殿
が
重
要
文

化
財
だ
と
思
っ
て
お
ら
れ
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。拝
殿
奥
の
本
殿
は
、全
体
に
漆
や

極
彩
色
が
施
さ
れ
て
い
ま
す
。輪
郭
内
を

植
物
の
彫
刻
で
統
一
し
た
蟇
股（
か
え
る
ま

た
）、大
柄
な
ひ
ま
わ
り
や
牡
丹
を
彫
っ
た

手
挟（
た
ば
さ
み
）の
ほ
か
、木
鼻（
き
ば
な
）、

虹
梁（
こ
う
り
ょ
う
）な
ど
随
所
に
意
匠
の
優

れ
た
彫
刻
が
施
さ
れ
た
華
や
か
な
建
物
で

す
。寺
院
・
神
社
建
築
な
ら
で
は
の
パ
ー

ツ
に
凝
っ
た
意
匠
を
施
し
て
あ
る
と
い
う

と
わ
か
り
易
い
で
し
ょ
う
か
。現
在
は
色

あ
せ
て
き
ま
し
た
が
、充
分
に
面
影
を
知

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
小
出　
本
年
、会
議
所
の
新
春
特
別
講
演

会
に
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ「
西
郷
ど
ん
」

で
井
伊
直
弼
役
を
演
じ
ら
れ
る
佐
野
史
郎

さ
ん
を
講
師
と
し
て
お
招
き
し
ま
し
た
。

佐
野
さ
ん
に「
天
宇
受
売
命
」を
祀
る
千

代
神
社
の
こ
と
を
お
話
し
ま
し
た
ら
次
回

は
是
非
訪
ね
て
み
た
い
と
。「
わ
ざ
お
ぎ
」

と
い
う
言
葉
も
ご
存
知
で
し
た
。

布
施　
天
宇
受
売
命
は
、天
岩
戸（
あ
め
の
い

わ
と
）神
話
や
、天
孫
降
臨
神
話
で
ご
活
躍

さ
れ
る
女
神
さ
ま
で
す
。天
岩
戸
神
話
は
、

皆
さ
ん
が
よ
く
ご
存
知
の
、天
照
大
神（
あ

ま
て
ら
す
お
お
み
か
み
）が
須
佐
之
男
命（
す
さ

の
お
の
み
こ
と
）の
乱
暴
を
嘆
か
れ
て
天
岩

戸
の
な
か
に
籠
も
ら
れ
、世
界
が
闇
に

な
っ
た
と
き
、そ
の
ご
再
現
を
仰
ぐ
た
め
、

天
宇
受
売
命
が
神
懸
か
り
し
て
歌
舞
さ
れ

て
、世
の
平
安
と
明
る
さ
を
取
り
戻
し
た

と
い
う
話
で
す
。そ
の
ご
神
徳
を
称
え
、

俳
優（
わ
ざ
お
ぎ
）の
始
祖
神
・
芸
能
の
守
護

神
と
し
て
歌
舞
・
演
劇
等
の
諸
芸
に
た
ず

さ
わ
る
人
の
信
仰
を
集
め
て
い
ま
し
た
。

古
く
は「
わ
ざ
お
き
」と
も
い
っ
た
よ
う

で
す
。

　
全
国
的
に
天
宇
受
売
命
を
祀
る
神
社
は

数
少
な
く
、主
祭
神
と
し
て
祀
る
神
社
は

ほ
と
ん
ど
な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。昔
か
ら
千
代
神
社
の
こ
と
を
ご
存
知

の
芸
能
関
係
者
は
参
拝
さ
れ
て
い
た
よ
う

で
す
。猿
之
助
さ
ん
の
名
前
も
芳
名
帳
に

残
っ
て
い
ま
す
。

小
出　
彦
根
を
訪
れ
る
著
名
な
芸
能
人
や

道
を
志
す
人
々
が
千
代
神
社
を
訪
れ
る
仕

組
み
を
つ
く
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
い
い
で

す
ね
。「
わ
ざ
お
ぎ
」は
美
し
い
響
き
が
あ

り
ま
す
し
、言
葉
の
源
流
を
遡
っ
て
調
べ

る
の
も
面
白
そ
う
で
す
。佐
和
山
の
麓
の

姫
袋
に
、何
故
、天
宇
受
売
命
が
祀
ら
れ
た

の
か
な
ど
、研
究
し
た
い
で
す
ね
。

布
施　
私
ど
も
に
で
き
る
こ
と
は
ご
祈
祷

だ
け
な
ん
で
す
。神
聖
さ
を
大
切
に
し
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

小
出　
重
要
文
化
財
の
本
殿
、ミ
ス
テ
リ
ア

ス
な
歴
史
的
背
景
、井
伊
家
の
篤
い
崇
敬

と
保
護
、天
宇
受
売
命
、わ
ざ
お
ぎ…

…

、

彦
根
の
埋
も
れ
た
宝
も
の
の
お
話
を
う
か

が
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
ひ
と
は
愉
し
み
を
持
た
ず
に
生
き
て
い

け
な
い
よ
う
で
す
。今
回
の
千
代
神
社（
千

代
宮
）の
主
祭
神
は
芸
能
の
神
様
。国
内

外
の
俳
優
の
方
や
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
・
ミ

ユ
ー
ジ
シ
ャ
ン
が
、彦
根
に
来
ら
れ
た
ら

是
非
ご
案
内
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
と
こ
ろ
で
、千
代
神
社
の
脇
祭
神
は
猿

田
彦
命（
さ
る
た
ひ
こ
の
み
こ
と
）。「
み
ち
ひ
ら

き
」の
神
様
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

前
に
進
む
た
め
の
道
を
切
り
開
い
て
く
れ

る
神
様
で
、妻
が
天
宇
受
売
命
で
す
。悩

み
、落
ち
込
ん
だ
と
き
、千
代
神
社
に
参
拝

す
れ
ば
、未
来
が
見
え
て
く
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

国
指
定
重
要
文
化
財
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周
知
の
よ
う
に
２
０
１
４
年
度
、彦
根

商
工
会
議
所
は『
歴
史
を
愉
し
む
城
下
町
、

彦
根
』と
い
う
ブ
ラ
ン
ド
コ
ン
セ
プ
ト
を

合
意
し
、彦
根
の
魅
力
を
ア
ピ
ー
ル
す
る

活
動
を
通
し
て
、彦
根
に
暮
ら
す
人
々
の

プ
ラ
イ
ド
に
繫
が
る
ま
ち
づ
く
り
に
取
り

組
ん
で
い
る
。

　
「Treasure H

unting O
H
M
I （

近
江

の
ト
レ
ジ
ャ
ー
ハ
ン
テ
ィ
ン
グ
）」は
、旧

彦
根
藩
領
に
存
在
す
る
宝
も
の（
歴
史
遺

産
）に
ス
ポ
ッ
ト
を
あ
て
紹
介
し
て
い
く
。

す
べ
て
の
物
事
に
は
、過
去
・
現
在
・
未
来

が
あ
る
。忘
れ
ら
れ
、或
い
は
語
る
言
葉

を
失
い
埋
も
れ
た
宝
も
の
と
、そ
の
歴
史

を
振
り
返
っ
て
み
た
い
。

　
ま
た
、彦
根
市
は
彦
根
城
の
世
界
遺
産

登
録
に
向
け
て
、「
平
成
31
年（
２
０
１
９
）

ま
で
に
文
化
庁
へ
推
薦
書
原
案
を
提
出
」・

「
平
成
33
年（
２
０
２
１
）ま
で
に
推
薦
」・

「
平
成
36
年（
２
０
２
４
）ま
で
に
世
界
遺

産
登
録
」と
い
う
目
標
年
次
を
公
表
し
て

い
る
。世
界
遺
産
は
顕
著
な
普
遍
的
価
値
・

真
正
性
と
い
う
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
な
言
葉
で

議
論
さ
れ
、我
々
の
及
ぶ
と
こ
ろ
で
は
な

い
が
、彦
根
城
と
同
時
代
の
歴
史
遺
産
に

ス
ポ
ッ
ト
を
あ
て
る
こ
と
で
世
界
遺
産

登
録
を
盛
り
上
げ
た
い
と
願
う
も
の
で

あ
る
。

　
其
の
一
は
、千
代
神
社
本
殿（
国
指
定

重
要
文
化
財
）。

　
小
出
英
樹
当
所
会
頭
が
布
施
博
章
宮

司
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
、事
務
局
で
編
集

し
た
。

小
出
英
樹
会
頭　
子
ど
も
の
頃
に
、千
代

神
社
が
佐
和
山
の
麓
に
あ
り
、本
殿
の
裏

の
林
で
蝉
捕
り
や
タ
ー
ザ
ン
ご
っ
こ
を
し

て
遊
ん
で
い
た
記
憶
が
あ
り
ま
す
。当
時

の
祭
り
の
こ
と
を
覚
え
て
い
る
人
も
多
い

と
思
い
ま
す
。ど
ん
な
経
緯
で
現
在
の
場

所
に
移
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

布
施
博
章
宮
司　
古
沢
町
に
あ
っ
た
の
で

す
が
、千
代
神
社
の
隣
接
地
に
野
沢
石
綿

セ
メ
ン
ト
株
式
会
社
の
工
場
が
建
設
さ

れ
、セ
メ
ン
ト
の
粉
塵
が
降
っ
て
く
る
よ

う
に
な
っ
た
と
聞
い
て
い
ま
す
。調
べ
て

み
ま
す
と
、工
場
が
で
き
た
の
が
昭
和
８

年
で
す
。昭
和
28
年
に
は
月
産
約
２
万
ト

ン
、昭
和
38
年
よ
り
月
産
10
万
ト
ン
を
目

標
に
工
場
の
拡
張
増
設
を
計
画
し
て
い

て
、神
社
境
内
地
の
譲
渡
の
申
し
出
が
あ

り
ま
し
た
。神
社
と
し
て
も
長
年
降
り
積

も
っ
た
セ
メ
ン
ト
粉
塵
に
悩
ま
さ
れ
、雨

が
降
る
と
そ
れ
は
も
う
た
い
へ
ん
で
、屋

根
を
流
れ
た
雨
水
が
樋
の
形
に
固
ま
っ
た

そ
う
で
す
。国
指
定
重
要
文
化
財
の
ご
本

殿
の
護
持
と
神
域
保
全
を
は
か
る
目
的
で

移
転
を
計
画
し
、現
地（
旧
大
橋
邸
）を
求

め
、文
化
財
保
護
委
員
会
の
許
可
を
得
て
、

昭
和
41
年
３
月
に
移
転
工
事
の
竣
工
、５

月
に
遷
宮
祭
を
斎
行
し
ま
し
た
。当
時
は

外
馬
場
町
と
い
い
ま
し
た
が
こ
の
地
が
悠

久
の
静
宮
と
な
っ
た
わ
け
で
す
。

小
出　
神
社
が
か
つ
て
あ
っ
た
場
所
は
今

ど
の
辺
り
に
な
り
ま
す
か
？

布
施　
国
道
８
号
線
の
佐
和
山
ト
ン
ネ
ル

の
手
前
に
マ
ル
ハ
ン
彦
根
店
が
あ
り
ま

す
ね
。建
物
の
南
側
の
駐
車
場
か
ら
ネ
ク

ス
テ
ー
ジ
彦
根
店
の
辺
り
だ
と
、写
真
家

の
渋
谷
博
さ
ん
に
お
聞
き
し
た
こ
と
が
あ

り
ま
す
。ネ
ク
ス
テ
ー
ジ
の
建
物
の
辺
り

が
拝
殿
で
更
に
山
側
に
本
殿
が
あ
っ
た
よ

う
で
す
。

小
出　
と
こ
ろ
で
千
代
神
社
の
創
建
は
い

つ
頃
の
こ
と
で
し
ょ
う
。

布
施　
実
は
創
立
年
代
は
よ
く
判
ら
な
い

の
で
す
。社
伝
に
よ
れ
ば
、第
八
代
孝
元

天
皇（
こ
う
げ
ん
て
ん
の
う
）の
皇
女
倭
迩
迩

姫（
や
ま
と
と
と
ひ
め
）の
降
誕
に
よ
っ
て
勧

請
し
、履
中
天
皇（
り
ち
ゅ
う
て
ん
の
う
）の
御

代
に
再
建
さ
れ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま

す
。彦
根
で
最
も
古
い
神
社
で
、千
代
宮

（
ち
よ
の
み
や
）と
い
い
ま
し
た
。千
代
神
社

と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
明
治
２

年
か
ら
で
す
。

小
出　
孝
元
天
皇（
紀
元
前
２
７
３
年
〜

１
５
８
年
）!? 
古
事
記
や
日
本
書
紀
に
登

場
す
る
人
物
で
す
か
ら
、千
代
神
社
は
紀

元
前
か
ら
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

　
千
代
宮
の
あ
っ
た
場
所
を「
姫
袋
」と

い
い
ま
す
が
、皇
女
倭
迩
迩
姫
に
関
係
が

あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

布
施　
か
つ
て
藤
原
氏
の
荘
園
が
あ
っ
た

と
こ
ろ
で
す
の
で
、藤
原
不
比
等
の
娘
が

住
ん
で
い
た
か
ら
と
い
う
人
も
い
ま
す

が
、よ
く
わ
か
り
ま
せ
ん
。千
代
宮
は
石

▶移転前の千代神社全景（渋谷博氏撮影）

田
三
成
の
佐
和
山
城
築
城
と
彦
根
城
築
城

時
に
も
移
転
し
て
い
て
、社
殿
や
地
域
の

こ
と
を
記
し
た
資
料
が
失
わ
れ
て
し
ま
っ

た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

布
施　
石
田
三
成
が
佐
和
山
城
を
築
い
た

と
き
に
、姫
袋
の
地
よ
り
彦
根
山
麓
の
尾

末
の
地
、現
在
の
護
国
神
社
の
辺
り
に
移

し
ま
し
た
。三
成
に
と
っ
て
神
様
を
見
下

ろ
す
の
は
憚
ら
れ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん

ね
。天
正
18
年（
１
５
９
０
）頃
の
こ
と
だ

と
思
い
ま
す
。そ
し
て
、彦
根
城
の
築
城

の
と
き
、旧
社
地
の
姫
袋
に
再
び
移
築
さ

れ
ま
し
た
。そ
の
後
は
、井
伊
家
歴
代
の

崇
敬
も
篤
く
、造
営
修
復
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
。

小
出　
そ
の
こ
と
を
記
し
た
資
料
は
残
っ

て
い
る
の
で
す
か
？

布
施　
『
長
光
寺
覚
書
』や
、『
慈
性
日
記
』

（
多
賀
町
安
養
寺
蔵
・
慶
長
19
年
〜
寛
永

20
年
に
至
る
日
記
）、『
井
伊
家
年
譜
』な

ど
に
記
さ
れ
て
い
ま
す
。長
光
寺
は
彦
根

銀
座
の
北
側
に
あ
る
薬
師
如
来
を
祀
る
お

寺
で
す
。尾
末
か
ら
姫
袋
へ
の
移
転
の
時

期
は
寛
永
15
年
５
月
21
日
上
棟
、『
井
伊
家

年
譜
』に
は「
千
代
宮
長
光
寺
よ
り
遷
宮

有
之
御
修
履
也
」と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

姫
袋
か
ら
尾
末
に
移
さ
れ
た
千
代
宮
は
荒

廃
し
て
お
り
、寛
永
９
年
の
春
に
長
光
寺

で
御
霊
を
お
あ
ず
か
り
し
、再
び
姫
袋
に

千
代
宮
の
二
度
の
移
転

井
伊
直
孝
の
命
で
遷
宮

移
す
と
き
に
修
復
や
新
築
を
し
た
よ
う
で

す
。そ
れ
以
降
、井
伊
家
の
崇
敬
も
篤
く
、

神
域
の
護
持
が
は
か
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

小
出　
寛
永
15
年
と
い
え
ば
１
６
３
８

年
。井
伊
直
孝
の
代
で
す
が
、直
孝
の
命

で
遷
宮
が
行
わ
れ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

布
施　
『
井
伊
家
年
譜
』に
井
伊
直
孝
の
命

で
、と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

小
出　
１
６
３
８
年
で
す
か
ら
彦
根
の
城

下
町
も
完
成
し
て
い
ま
す
。何
か
し
ら
の

軍
事
的
な
意
図
が
あ
っ
た
の
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。こ
の
寛
永
15
年
の
遷
宮
で
新
築

し
た
本
殿
が
国
指
定
の
重
要
文
化
財
な

ん
で
す
ね
。

布
施　
本
殿
は
境
内
か
ら
は
ほ
と
ん
ど
見

え
ま
せ
ん
。多
く
の
人
が
拝
殿
が
重
要
文

化
財
だ
と
思
っ
て
お
ら
れ
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。拝
殿
奥
の
本
殿
は
、全
体
に
漆
や

極
彩
色
が
施
さ
れ
て
い
ま
す
。輪
郭
内
を

植
物
の
彫
刻
で
統
一
し
た
蟇
股（
か
え
る
ま

た
）、大
柄
な
ひ
ま
わ
り
や
牡
丹
を
彫
っ
た

手
挟（
た
ば
さ
み
）の
ほ
か
、木
鼻（
き
ば
な
）、

虹
梁（
こ
う
り
ょ
う
）な
ど
随
所
に
意
匠
の
優

れ
た
彫
刻
が
施
さ
れ
た
華
や
か
な
建
物
で

す
。寺
院
・
神
社
建
築
な
ら
で
は
の
パ
ー

ツ
に
凝
っ
た
意
匠
を
施
し
て
あ
る
と
い
う

と
わ
か
り
易
い
で
し
ょ
う
か
。現
在
は
色

あ
せ
て
き
ま
し
た
が
、充
分
に
面
影
を
知

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
小
出　
本
年
、会
議
所
の
新
春
特
別
講
演

会
に
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ「
西
郷
ど
ん
」

で
井
伊
直
弼
役
を
演
じ
ら
れ
る
佐
野
史
郎

さ
ん
を
講
師
と
し
て
お
招
き
し
ま
し
た
。

佐
野
さ
ん
に「
天
宇
受
売
命
」を
祀
る
千

代
神
社
の
こ
と
を
お
話
し
ま
し
た
ら
次
回

は
是
非
訪
ね
て
み
た
い
と
。「
わ
ざ
お
ぎ
」

と
い
う
言
葉
も
ご
存
知
で
し
た
。

布
施　
天
宇
受
売
命
は
、天
岩
戸（
あ
め
の
い

わ
と
）神
話
や
、天
孫
降
臨
神
話
で
ご
活
躍

さ
れ
る
女
神
さ
ま
で
す
。天
岩
戸
神
話
は
、

皆
さ
ん
が
よ
く
ご
存
知
の
、天
照
大
神（
あ

ま
て
ら
す
お
お
み
か
み
）が
須
佐
之
男
命（
す
さ

の
お
の
み
こ
と
）の
乱
暴
を
嘆
か
れ
て
天
岩

戸
の
な
か
に
籠
も
ら
れ
、世
界
が
闇
に

な
っ
た
と
き
、そ
の
ご
再
現
を
仰
ぐ
た
め
、

天
宇
受
売
命
が
神
懸
か
り
し
て
歌
舞
さ
れ

て
、世
の
平
安
と
明
る
さ
を
取
り
戻
し
た

と
い
う
話
で
す
。そ
の
ご
神
徳
を
称
え
、

俳
優（
わ
ざ
お
ぎ
）の
始
祖
神
・
芸
能
の
守
護

神
と
し
て
歌
舞
・
演
劇
等
の
諸
芸
に
た
ず

さ
わ
る
人
の
信
仰
を
集
め
て
い
ま
し
た
。

古
く
は「
わ
ざ
お
き
」と
も
い
っ
た
よ
う

で
す
。

　
全
国
的
に
天
宇
受
売
命
を
祀
る
神
社
は

数
少
な
く
、主
祭
神
と
し
て
祀
る
神
社
は

ほ
と
ん
ど
な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。昔
か
ら
千
代
神
社
の
こ
と
を
ご
存
知

の
芸
能
関
係
者
は
参
拝
さ
れ
て
い
た
よ
う

で
す
。猿
之
助
さ
ん
の
名
前
も
芳
名
帳
に

残
っ
て
い
ま
す
。

小
出　
彦
根
を
訪
れ
る
著
名
な
芸
能
人
や

道
を
志
す
人
々
が
千
代
神
社
を
訪
れ
る
仕

組
み
を
つ
く
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
い
い
で

す
ね
。「
わ
ざ
お
ぎ
」は
美
し
い
響
き
が
あ

り
ま
す
し
、言
葉
の
源
流
を
遡
っ
て
調
べ

る
の
も
面
白
そ
う
で
す
。佐
和
山
の
麓
の

姫
袋
に
、何
故
、天
宇
受
売
命
が
祀
ら
れ
た

の
か
な
ど
、研
究
し
た
い
で
す
ね
。

布
施　
私
ど
も
に
で
き
る
こ
と
は
ご
祈
祷

だ
け
な
ん
で
す
。神
聖
さ
を
大
切
に
し
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

小
出　
重
要
文
化
財
の
本
殿
、ミ
ス
テ
リ
ア

ス
な
歴
史
的
背
景
、井
伊
家
の
篤
い
崇
敬

と
保
護
、天
宇
受
売
命
、わ
ざ
お
ぎ…

…

、

彦
根
の
埋
も
れ
た
宝
も
の
の
お
話
を
う
か

が
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
ひ
と
は
愉
し
み
を
持
た
ず
に
生
き
て
い

け
な
い
よ
う
で
す
。今
回
の
千
代
神
社（
千

代
宮
）の
主
祭
神
は
芸
能
の
神
様
。国
内

外
の
俳
優
の
方
や
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
・
ミ

ユ
ー
ジ
シ
ャ
ン
が
、彦
根
に
来
ら
れ
た
ら

是
非
ご
案
内
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
と
こ
ろ
で
、千
代
神
社
の
脇
祭
神
は
猿

田
彦
命（
さ
る
た
ひ
こ
の
み
こ
と
）。「
み
ち
ひ
ら

き
」の
神
様
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

前
に
進
む
た
め
の
道
を
切
り
開
い
て
く
れ

る
神
様
で
、妻
が
天
宇
受
売
命
で
す
。悩

み
、落
ち
込
ん
だ
と
き
、千
代
神
社
に
参
拝

す
れ
ば
、未
来
が
見
え
て
く
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

▶国の重要文化財千代神社 本殿向拝正面（絵葉書 千代神社提供）

▶本殿外陣内部側面（鳳凰草花彩画）（絵葉書 千代神社提供）

千
代
神
社  

彦
根
市
京
町
２
丁
目
９-

33

ｔ
ｅ
ｌ
・
０
７
４
９-

２
２-

１
２
３
７

「
わ
ざ
お
ぎ
」の
始
祖
神

天
宇
受
売
命（
あ
め
の
う
ず
め
の
み
こ
と
）
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１
月
度
常
議
員
会
は
、１
月
10
日
、料
亭

や
す
井
に
て
常
議
員
17
人
、小
出
会
頭
、夏

原
・
木
村
・
中
川
副
会
頭
、志
賀
谷
専
務
理

事
、中
川
事
務
局
長
ら
が
出
席
し
て
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　
冒
頭
、正
副
会
頭
よ
り
各
々
が「
今
年
の

テ
ー
マ
」と
し
て
掲
げ
る
漢
字
一
文
字
と
し

て
、小
出
会
頭
か
ら「
成
」、夏
原
・
木
村
・
中

川
副
会
頭
か
ら
は
各
「々
意
」「
輪
」「
継
」の

順
に
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。

　
引
き
続
き
小
出
会
頭
が
議
長
に
就
任
し
、

議
案（
１
）新
入
会
員
５
件
を
全
会
一
致
で

承
認
。（
２
）当
所
各
会
計
中
間
決
算
に
つ
い

て
事
務
局
よ
り
報
告
の
後
、橋
本
監
事
よ
り

監
査
報
告
が
あ
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
報
告
事
項
と
し
て
、タ
カ
タ
㈱
彦
根
製
造

所
よ
り
常
議
員
・
議
員
・
繊
維
工
業
部
会
長

の
辞
任
届
が
提
出
さ
れ
た
こ
と
、ア
ク
サ
生

命
保
険
㈱
彦
根
営
業
所
か
ら
議
員
の
職
務
を

行
う
者
の
変
更
届
が
提
出
さ
れ
た
こ
と
、平

成
30
年
度
国
・
県
当
初
予
算
要
望
に
関
す
る

回
答
内
容
に
つ
い
て
、当
所
役
職
員
へ
の
日

商
会
頭
感
謝
状
に
つ
い
て
、部
会
・
委
員
会
の

開
催
報
告
、国
宝
・
彦
根
城
築
城
４
１
０
年
祭

後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
の
提
言
内
容
に
つ

い
て
、彦
根
城
世
界
遺
産
登
録
講
演
会
に
つ

い
て
、１
月
26
日
会
員
交
流
フ
ェ
ア
の
開
催

概
要
に
つ
い
て
、（
一
社
）近
江
ツ
ー
リ
ズ
ム

常
議
員
会

開催場所　彦根商工会議所 会議室（彦根市中央町3-8）　　 定員  25人 ＊定員になり次第締切
受講料　　会員 無料／非会員・一般 〈講座4〉2,000円・〈講座5〉6,000円（材料実費含む） ※非会員の方は、この機会に入会をご検討ください。
お申込み　申込書に必要事項をご記入のうえ当所まで（FAX26-2730）。下記ウェブサイトからも申込み可能です。
お問合せ　彦根商工会議所  TEL.22-4551・ FAX.26-2730・seminar@hikone-cci.or.jp・http://www.hikone-cci.or.jp

商売繁盛セミナー（後期） 資金調達！ 販売促進！

人気のブラックボードPOPは、低コストで訴
求効果が高く、新鮮な情報を簡単に提供でき
るため、業種問わず多くの事業所で活用され
ています。そこで本講座では、文字やイラスト
の苦手な方でもちょっとしたコツで上手に見
せることができる描き方や、お客様の購買心
理を刺激するキャッチフレーズ・レイアウト
など、実際にボードを使って学びます。

講座
5

文字の苦手な方でも大丈夫！持ち帰ってすぐ役立つ！
「ブラックボードPOP講習会」

開催日時  ３月22日（木）13：30～16：30（180分）
講師　桜井 幸子 氏　彩工房代表　

金融機関から資金調達する際の資金使途は
「運転資金」と「設備資金」とに大別すること
ができます。本講座では、「運転資金」と「設備
資金」の資金調達方法とポイントについて解
説します。

講座
4

自社の資金調達力を身につける！
「資金調達の方法とポイント」

開催日時　2月14日（水）14：00～16：00（120分）
講師　永井 俊二 氏　大永コンサルティング代表
　　　　　　　　　　　中小企業診断士・1級販売士

講習会で使った以下の教材はお持ち帰りいただきます。
●ブラックボード（スチール製・マグネット使用可／42×53cm）
●蛍光カラーマーカー（極太2本・中字3本）  ●テキスト

原則として新入社員（全ての業種）
100人（定員になり次第締切）
彦根商工会議所または彦根地区雇用対策協議会の
会員事業所………お１人   5,000円
非会員事業所……お１人 10,000円
3月26日（月）
① 両日とも昼食、お茶は主催者で準備します。
② テキスト・研修ノートはお渡しします。
③ 10㎝×10㎝程度の鏡・筆記用具をご持参ください。
④ 各自の名刺を20枚ご準備ください。
　（準備できない場合は事前にご相談ください）
⑤ 受講者数等の状況に応じてカリキュラムを変更する
　 場合があります。

受講対象
定　　員
受 講 料
  （税込）

申込締切
そ の 他

日　  時
場　  所
講　  師

４月10日（火）・11日（水）10：00～ 16：30
彦根商工会議所　４階大ホール
伴 孝子 氏（ビジョナリーカンパニー代表）
彦根市市民環境部人権政策課担当者（10日）他

オリエンテーション
「社会人としてのスタート」
　・働くことの意味・心構え
　・あなたにとって会社とは
１．講義「新入社員の約束」
２．実技とビデオレッスン
    「元気キープ トレーニング」
３．講義と実技
    「ビジネスマナーの基本①」
４．人権問題研修

５．講義と実技
　「ビジネスマナーの基本②」
６．実技
　「ビジネスマナーの基本③」
７．講義「ビジネスの会話術」
８．実技
　「ビジネスコミュニケーション」
９．まとめ
　 ・仕事を成功させるコミュ
　   ニケーション術

全業種対応 新入社員研修会（2日間コース）

申込み・問合せ  彦根商工会議所 ● TEL.22-4551 ● FAX.26-2730 ● http://www.hikone-cci.or.jp

４月10日（火）10：00～16：30 ４月11日（水）10：00～16：30

１．「運転資金」について理解を深める
　 事例を活用し運転資金必要額を確認します
２．「設備資金」について理解を深める
　 事例を活用し設備投資効果について確認します
３．金融機関に借入申込をする際のポイントについて
　 金融機関が経営者や経理担当者に聴取したい内容について
　 説明します

※掲載を了承された事業所のみをご紹介します。（平成29年11月9日～平成30年1月10日　会員数 1,628件）

新入会員のご紹介　　                          ご入会ありがとうございます。
部会 事業所名 業種 代表者名 所在地

書籍販売 北川　国和
店舗設計、施工 土田　久仁

小売商業
建設業 ㈲デュークス 彦根市宇尾町219-1

北川書店 彦根市高宮町1893
観光・サービス 東横 INN彦根駅東口 ホテル業、宿泊業 中嶋　恵美 彦根市駅東町2-1
交通運輸 みのる介護タクシー 介護タクシー 藤井　実 彦根市駅東町18-15-501

１．ブラックボードPOPの効力と使い方
２．文字と簡単なイラストの描き方
３．上手なレイアウトのコツ
４．目を惹くキャッチコピーとは？
５．自店で使うPOP広告を作成する！

当所会員様は
受講料無料です

ボ
ー
ド
が
今
般
日
本
版
Ｄ
Ｍ
Ｏ
に
登
録
さ
れ

た
こ
と
に
つ
い
て
、そ
れ
ぞ
れ
会
頭
・
専
務
理

事
・
事
務
局
長
か
ら
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　
彦
根
異
業
種
交
流
研
究
会（
櫻
本
武

志
会
長
）は
、12
月
11
日
に
当
所
４
階
に

て
、12
月
例
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
前
谷
例
会
幹
事
の
司
会
に
よ
り
、若

林
副
会
長
の
挨
拶
で
開
会
し
、小
江
戸

ひ
こ
ね
町
屋
活
用
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
の

近
況
と
今
後
の
展
開
と
題
し
て
、町
屋

活
用
委
員
会
事
務
局
西
村
さ
ん
が
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
運
営
状
況
な
ど
に
つ
い
て

説
明
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、物
件
情
報
に
つ
い
て
は
、柴
田

氏
、松
本
氏
、熊
川
氏
、前
谷
氏
よ
り

各
々
活
用
事
例
報
告
と
物
件
情
報
の
提

供
が
あ
り
、奥
貫
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
か
ら

大
阪
で
開
催
さ
れ
た
移
住
相
談
会
に
つ

い
て
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

小
江
戸
ひ
こ
ね
町
屋
活
用
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
の
取
り
組
み

彦
根
プ
レ
ミ
ア
ム
書
道
塾

「
ひ
こ
ね
継
未
塾
」

12
月
16
日　
当
所
に
て
開
催

近
江
ツ
ー
リ
ズ
ム
ボ
ー
ド

２
市
４
町
担
当
会
議

12
月
21
日　
当
所
に
て
開
催

消
費
税
軽
減
税
率
対
策
窓
口
相
談

事
業
新
事
業
展
開
セ
ミ
ナ
ー

12
月
25
日　
当
所
に
て
開
催

正
副
会
頭
会
議

１
月
10
日　
や
す
井
に
て
開
催

常
議
員
会

１
月
10
日　
や
す
井
に
て
開
催

議
員
ク
ラ
ブ
総
会
・
新
年
会

１
月
10
日　
や
す
井
に
て
開
催

会
議
・
行
事 

開
催
報
告

　
来
年
度
以
降
の
活
動
に
つ
い
て
、彦

根
市
か
ら
文
化
財
物
件
の
取
り
扱
い
や

助
成
金
事
業
の
提
案
、移
住
希
望
者
と

の
連
携
報
告
、県
立
大
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス

へ
の
協
力
な
ど
が
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

彦
根
市
建
築
住
宅
課
よ
り
不
動
産
所
有

者
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
時
に
町
屋
コ

ン
ソ
ー
シ
ア
ム
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
同

封
し
て
い
た
だ
き
、問
い
合
わ
せ
が
増

え
た
件
な
ど
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　
第
２
部
交
流
サ
ロ
ン
は
、レ
ス
ト
ラ

ン
千
成
亭
に
て
、松
本
例
会
幹
事
の
司

会
に
よ
り
、田
邉
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
発

声
で
乾
杯
し
、歓
談
後
、柴
田
例
会
幹
事

の
中
締
め
で
結
び
と
な
り
ま
し
た
。

―
 

Ｇ
Ａ
Ｔ 

12
月
度
例
会 ―

研修会の様子
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彦根商工会議所　中小企業相談所　TEL.0749-22-4551
国税庁 HP　https://www.nta.go.jp/taxanswer/shotoku/1129.htm
厚生労働省 HP　http://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000124853.html　

　これまで医療費が10万円を超えないため医療費控除が受けられなかった方に朗報です。
　平成29年１月１日から、「セルフメディケーション税制」（医療費控除の特例）が導入されました。これは、健康の維持増
進及び疾病の予防への取組として一定の取組を行う個人が、平成29年１月１日以降に、スイッチＯＴＣ医薬品（要指導医薬
品及び一般用医薬品のうち、医療用から転用された医薬品）を購入した際に、その購入費用について所得控除を受けること
ができるものです。 
　ただし、このセルフメディケーション税制は医療費控除の特例であり、従来の医療費控除との選択適用となりますので、
いずれか一方を選択して適用を受けることになります。
　また、領収書等は、５年間の保存が必要ですが、従来のように確定申告時に添付する必要はありません。ただし提出する
各々の明細書に詳細を記入していただきます。
　以下にその概要をお示しします。詳しくは、国税庁HPまたは、厚生労働省HPをご参照ください。

１．大綱の概要
　適切な健康管理の下で医療用医薬品からの代替を進める観点から、健康の維持増進及び疾病の予防への取組として一定の取
組（※１）を行う個人が、平成29年１月１日から平成33年12月31日までの間に、自己又は自己と生計を一にする配偶者その
他の親族に係る一定のスイッチＯＴＣ医薬品（※２）の購入の対価を支払った場合において、その年中に支払ったその対価の
額の合計額が１万２千円を超えるときは、その超える部分の金額（その金額が８万８千円を超える場合には、８万８千円）につ
いて、その年分の総所得金額等から控除する。

（※１）特定健康診査、予防接種、定期健康診断、健康診査、がん検診
（※２）要指導医薬品及び一般用医薬品のうち、医療用から転用された医薬品
 　　 （類似の医療用医薬品が医療保険給付の対象外のものを除く。）
（注）本特例の適用を受ける場合には、現行の医療費控除の適用を受けることができない。

２．制度の内容
■対象となる医薬品（医療用から転用された医薬品：スイッチOTC医薬品）について
○ スイッチOTC医薬品の成分数：83（平成29年１月13日時点）
 　対象となる医薬品の薬効の例：かぜ薬、胃腸薬、鼻炎用内服薬、水虫･たむし用薬 、肩こり･腰痛･関節痛の貼付薬
 　（注）上記薬効の医薬品の全てが対象となるわけではない。

～セルフメディケーション税制（医療費控除の特例）について～

セルフメディケーション（自主服薬）推進のためのスイッチOTC薬控除（医療費控除の特例）の創設 

中小企業相談所からのお知らせ

（所得税、個人住民税）

セルフメディケーションは、世界保健機関（ＷＨＯ）において、
「自分自身の健康に責任を持ち、軽度な身体の不調は自分で手当てすること」と定義されている。

本特例措置を利用する時のイメージ

○課税所得400万円の者が、対象医薬品を年間20,000円購入した場合（生計を一にする配偶者その他の親族の分も含む） 

20,000円
（対象医薬品の購入金額）

12,000円
（下限額）

○8,000円が課税所得から控除される
 　（対象医薬品の購入金額：20,000円－下限額：12,000円＝8,000円） 
○減税額
・所得税：1,600円の減税効果（控除額：8,000円×所得税率：20％＝1,600円）
・個人住民税：800円の減税効果（控除額：8,000円×個人住民税率：10％＝800円） 

領収書に控除の対象であることが記載されています。

ジェトロ講座 ジェトロ滋賀
      0749-21-2450　   SIG@jetro.go.jp

ジェトロ滋賀からのご案内

貿易実務オンライン講座
～国際ビジネスへの第一歩。社内研修にも～

「貿易実務オンライン講座」は、長年、海外ビジネスに関する相談に応じているジェトロが、そのノウハウを活かし、
海外取引に欠かせない知識を体系的に、分かり易く学んで頂けるよう開発した講座です。

お問合せ 彦根商工会議所  tel.0749-22-4551
HPからの申込みも可http://www.hikone-cci.or.jp/

平成29年度「井伊家伝来の名宝」編
彦根ヒストリア講座
しごと・くらし・おもてなしで役立つ！彦根プレミアム塾

●会場  彦根商工会議所４階会議室
●時間 18：30開場・19：00スタート
●講座受講料  会員500円／非会員・一般700円／学生無料

第9講 3月20日（火曜日）
「数寄の世界－茶道具と調度－」
講師  奥田 晶子 氏
（彦根城博物館学芸史料課 学芸員）

　彦根城博物館の展示品の中心を占める井伊家伝来の大名美術に注目
し、譜代大名筆頭を誇った井伊家にふさわしい名宝の数々について、各
分野を担当する学芸員が、担当学芸員ならではの視点で熱く語ります。

基礎編

レベルに合わせた4つの講座　4つの講座をご用意。レベルや用途に合わせて学習いただけます。

3つのメリット

講座内容と料金

詳しくはHPで！
https://www.jetro.go.jp/elearning

受講者数のべ5万人以上の実績　大手商社やメーカーの新入社員研修に毎年採用されており、5万人以上の方に受講いただきました。
充実の学習サポート　用語検索バー、テーマごとのチェックテスト、メールによる質問受付など、学習サポートも充実。

受講者レベル

講座内容

一般受講料
＊割引制度あり 20,000円 24,000円 28,000円 20,000円

貿易実務初心者

応用編 英文契約編 中国輸出ビジネス編
実務経験1～3年程度 実務経験1～3年程度 中国輸出初心者の方

取引の流れに沿った会
話形式のアニメーショ
ン展開で、初心者も安
心。体系的に実務の流
れがつかめます。

現場で活用できる、実例
に基づいたトラブル対
処のノウハウが満載！
専門知識を深めます。

最新事例によるシュミ
レーション形式で、個別
条項を分かりやすく解
説します。

中国輸出に関する法制
度・規制の情報源など、
実際の業務にすぐ活用
できるツール・ノウハウ
が満載です。

講座内容よりピックアップ

2代井伊直孝と宮王肩衝茶入。
直孝（1590-1659）が、大坂の陣での活躍の褒賞とし
て徳川家康から拝領した茶入。直孝はこの茶入を非常
に大切にし、取り出す時には袴を着用して手を清めて
臨んだと伝えられる。

宮王肩衝茶入
（彦根城博物館所蔵）
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青
年
部
臨
時
総
会
・
新
年
例
会
を
開
催

〜
平
成
30
年
度
役
員
を
選
任
！
〜

冬
季
親
睦
例
会「
ク
リ
ス
マ
ス
パ
ー
テ
ィ
ー
」を
開
催

〜
家
族
へ
の
感
謝
を
込
め
て
〜

　
昨
年
12
月
10
日
、エ
ク
シ
ブ
琵
琶
湖
に
て
、

青
年
部
メ
ン
バ
ー
と
家
族
を
合
わ
せ
て
１
３

７
名
参
加
の
も
と
冬
季
親
睦
例
会
を
開
催
し

ま
し
た
。

　
例
年
ク
リ
ス
マ
ス
パ
ー
テ
ィ
ー
で
は
、日
頃

の
仕
事
や
青
年
部
活
動
に
理
解
を
示
し
、支
え

て
く
れ
て
い
る
家
族
へ
感
謝
の
想
い
を
伝
え

る
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
嶋
津
会
長
の
挨
拶
に
始
ま
り
、６
月
に
行
わ

れ
た「
井
伊
椀
グ
ラ
ン
プ
リ
」や
11
月
に
行
わ

れ
た「
井
伊
直
政
公
銅
像
の
記
念
碑
建
立
」の

映
像
が
ス
ク
リ
ー
ン
に
投
影
さ
れ
、青
年
部
の

一
年
間
の
活
動
を
家
族
に
報
告
す
る
良

い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
運
営
を
担
う
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
も
、

参
加
者
と
同
じ
く
家
族
と
一
緒
に
楽
し

む
た
め
の
工
夫
と
し
て
、プ
ロ
の
マ
ジ

シ
ャ
ン
に
よ
る
マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー
が
あ

り
、シ
ョ
ー
が
始
ま
る
と
す
ぐ
に
自
然
と

子
ど
も
た
ち
が
ス
テ
ー
ジ
の
前
に
集

ま
っ
て
、日
常
で
は
間
近
で
見
る
こ
と
の

な
い
不
思
議
な
光
景
に
、目
を
輝
か
せ
な

が
ら
食
い
入
る
よ
う
に
見
て
い
る
の
が

と
て
も
印
象
的
で
し
た
。

　
ま
た
バ
ル
ー
ン
ア
ー
ト
の
披
露
や
豪

華
景
品
の
抽
選
会
や
ク
リ
ス
マ
ス
プ
レ

ゼ
ン
ト
も
あ
り
、子
ど
も
た
ち
が
非
常
に

喜
ん
で
い
る
様
子
を
目
の
当
た
り
に
し

ま
し
た
。最
後
ま
で
、子
ど
も
た
ち
を
飽

き
さ
せ
な
い
演
出
と
素
晴
ら
し
い
料
理

も
相
ま
っ
て
、会
場
は
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
で

溢
れ
て
い
ま
し
た
。

　
家
族
の
笑
顔
を
間
近
で
見
る
こ
と
が
で
き
、

日
々
の
感
謝
を
伝
え
る
と
と
も
に
、私
に
と
っ

て
家
族
が
大
き
な
活
力
源
に
な
っ
て
い
る
と

改
め
て
認
識
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、こ
の
よ
う
な
場
を
提
供
し
て
く
れ
る

仲
間
が
い
る
事
に
、改
め
て
青
年
部
に
入
っ
て

良
か
っ
た
と
実
感
す
る
と
と
も
に
、私
自
身
も

今
後
の
青
年
部
活
動
を
通
じ
て
、少
し
で
も
恩

返
し
が
出
来
る
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。　
　

 

㈱
イ
チ
ダ　
本
庄  

寛

青
年
部
事
業
所
紹
介

ま
い
ど
お
お
き
に

㈱
エ
ム
ラ
ン
ド 

藤
本 

昌
樹

　
株
式
会
社
エ
ム
ラ
ン
ド
の
藤
本
と

申
し
ま
す
。

　
弊
社
は
自
動
車
業
を
営
ん
で
お
り
、

創
業
53
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。地
域
密

着
型
の
自
動
車
業
と
し
て
、自
動
車
販

売
・
車
検
・
整
備
・
鈑
金
塗
装
・
保
険

の
取
り
扱
い
を
通
じ
て
、お
客
様
に
安

心
・
安
全
を
提
供
し
感
動
を
与
え
る
こ

と
を
社
員
一
丸
と
な
り
努
力
し
て
お

り
ま
す
。

　
自
動
車
の
事
で
ご
相
談
の
際
は
お

気
軽
に
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

　
青
年
部
活

動
を
通
じ
て

皆
さ
ん
と
交

流
を
深
め
て

い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

宜
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

　
去
る
１
月
12
日
、青
年
部
臨
時
総

会
が
当
所
に
て
、会
員
69
名（
委
任
状

含
む
）出
席
の
も
と
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　
嶋
津
会
長
の
挨
拶
に
始
ま
り
、最

初
の
議
案
と
し
て
、林
次
年
度
会
長

か
ら
次
年
度
役
員
の
発
表
が
あ
り
、

満
場
一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。続

い
て
、平
成
31
年
度
会
長
に
立
候
補

し
た
鈴
木
一
郎
君
か
ら
、立
候
補
し

た
想
い
を
述
べ
ら
れ
審
議
の
結
果
、

満
場
一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
引
き
続
き
、場
所
を
双
葉
荘
へ
移

し
、来
賓
と
し
て
小
出
会
頭
、夏
原
・

中
川
副
会
頭
、志
賀
谷
専
務
理
事
に

ご
臨
席
い
た
だ
き
、ま
た
Ｏ
Ｂ
会
フ
ェ

ロ
ー
メ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
皆
様
に
も
参

加
い
た
だ
き
盛
大
に
新
年
会
を
開
催

い
た
し
ま
し
た
。

　
新
年
会
で
は
、20-

10-

０
運
動
が

導
入
さ
れ
、最
初
の
20
分
と
最
後
の

10
分
は
食
事
を
楽
し
み
、食
べ
残
し

を
無
く
そ
う
と
い
う
新
た
な
試
み
も

あ
り
、和
や
か
な
雰
囲
気
の
も
と
閉

会
と
な
り
ま
し
た
。

　

 

お
食
事
処 

つ
る
つ
る 　
松
原 

剛
志

February.2018女性会通信   

　本、読んでいますか。本を読む私に「本屋は本を
売るもので、本は読むものやない」とずっと言い続け
ていたつれあいも、このところ通勤で読む小説の面
白さにはまっています。
　私の場合、作品のジャンルも、著者もバラバラ。た
だただ一つ気に入るとその著者の作品を片っ端から
読んだり、時代小説が気に入ると時代ものばかり読
んだり。
　今はまっているのが小川糸さん。初めに読んだの
が「ツバキ文具店」。
　祖母から代書屋（このあたりにもあるでしょうか）
を引き継いだ鳩子が、複雑な事情を抱える依頼人の
心に寄り添い、依頼人になりきって手紙を書く。詫
び状あり、ラブレターあり、絶縁状あり。その手紙が
なんともぴったりはまる。
絶妙。フンフンと言う気
分。鎌倉を舞台に周りの
人たちとも付かず離れず
のいい関係。続編も発売
になっています。
　興味があればご一読く
ださい。小説は、おもしろ
いでぇ～す。

　残寒なお肌身にしみいるこの頃です。どことなく早春の気配も感じられるよう
になりました。本年もどうぞよろしくお願い申し上げます。
　私にとりまして六周目の戌年を迎えることになりました。
自分が生まれた年にあたる十二支の性質が、その人の性格を表したり運勢に関係
してくるという考え方が広がったのは江戸時代だそうです。庶民の暮らしに浸透
し、十二支のお守りが縁起物として、人 に々愛されるようになっていったのですね。
　戌年生まれの基本性格は、「正直で頭脳明晰で正義感のあるタイプ。人の話も
じっくり良く聞き、人付き合いにも長け、節度を守って行動する。子供の頃から、相
手の善悪を見分ける閃きがある。基本的に悲観主義者で、優柔不断、心配性」な
どと分析されているようです。
　私の人生を振り返ってみますと、戌の性格や運勢など関
係なく、ただがむしゃらに生きてきた様に思います。これから
自分を大切に引き算の人生を心掛け、中身の濃い日々 を過
ごしていければと願っています。
　会員の皆さまにとりまして幸多き年でありますよう祈念い
たします。

■３月13日（火） 県女連  駅前一斉清掃INFORMATION

　おかげさまで恙無く齢を重ね、周り年を迎えさせていただくに至りました。
　干支の相場格言に辰巳（たつみ）天井；午（うま）尻下がり；未（ひつじ）辛抱；申
酉（さるとり）騒ぐ；戌（いぬ）笑い；亥（い）固まる；子（ね）は繁栄；丑（うし）つまず
き；寅（とら）千里を走り；卯（う）跳ねる.がありますが、「戌笑う」とは、相場が活気づ
き、笑いが止まらないということを比喩しており戦後では一度しか年間で下落した
ことがない年であるとのことに期待をしたいものです。
　多くのご縁に恵まれ、ワンダフルな一年を重ねたいと思っています。
　引き続きのご厚誼のほど、よろしくお願いいたします。

干支エトセトラ…「戌笑う」　　　　   （株）若林晋　馬場 和子

あのね～ 女性会事業所紹介

(株)天晨堂　    　　  　　　　 細江 正子

青年部伝言板

滋賀労働局のホームページ　http://shiga-roudoukyoku.jsite.mhlw.go.jp/
お問合せ先 ■滋賀労働局 賃金室 TEL.077-522-6654  ■彦根労働基準監督署 TEL.0749-22-0654

●最低賃金には、精皆勤手当、通勤手当、家族手当、時間外・休日・深夜手当、賞与、臨時に支払われる賃金は含まれません。
●特定（産業別）最低賃金については、年齢、業務、業種により適用除外されるものがあります。
●派遣労働者には派遣先事業場が所在する地域の最低賃金が適用されます。

特定（産業別）最低賃金（平成29年12月29日発効）

ガラス・同製品、セメント・同製品、衛生陶器、炭素・黒鉛製品、炭素繊維製造業 時間額 888円
はん用機械器具、生産用機械器具、業務用機械器具製造業 時間額 891円
計量器・測定器・分析機器・試験機、光学機械機器・レンズ、電子部品・デバイス・電子回路、
電気機械器具、情報通信機械器具製造業 時間額 875円

自動車・同附属品製造業時間額 時間額 896円
各種商品小売業 時間額 818円

確認しましょう！最低賃金 滋賀県最低賃金  時間額
（平成29年10月５日 発効） 813円

■日本商工会議所青年部
　第37回全国大会岐阜かかみがはら大会
　2月16日（金）～ 17日（土）
　於：各務原市民会館他
■納会例会
　3月15日（木）19時～　於：魚忠
■会員の慶弔に関する情報は事務局まで
　お知らせください。

林 　幸祐 大輝建設㈱
亀井 保孝 ㈲亀井造園
小出 哲士 小出建設㈱
鈴木 一郎 ㈱アド・寿
松井 　真 松井保険事務所
石原 慎典 ㈲イチバン・エリア・サービス
大塚 亮平 ㈱パリヤ
片岡 純一郎 ㈲双葉荘
門野 真将 ㈱ＫＡＤＯＮＯ
川岸 桂悟 ＳＥＮ
北川 博士 ㈱びわこクリエイト
小澤 邦剛 滋賀イエローハット㈱
瀧 　圭介 ㈲滋賀飲料
早川 敬士 早川工芸㈱
林　 直都 湖東設備商会
藤本 憲治 カフェルトレフル
本庄 　寛 ㈱イチダ
松下 和雅 ワンフォオール㈱
宮下　 純 Salon Bar Thistle
神野　 森 ㈲with構造設計室
柴田　 襄 ㈱シバタ不動産
嶋津 幸一郎 アルジェント㈱

平成30年度 新役員 22名（敬称略）　
役　職     氏　名 　　　　事業所名
会 　 長
副 会 長

理 　 事

監 　 事

直前会長

干支「戌」　    　　　　　　　　　   （株） 田部不動産　田部 清子

・・・・

嶋津会長の挨拶
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㈱滋賀銀行のシンクタンクである㈱しがぎん経済文化センタ－では、四半期ごとに「滋賀県内企業動向調査」を実施している。
今回「2017年第４四半期（10－12月期）」の調査では、926社を対象に305社からの回答を得た。このうち、湖東地域（彦根市・
愛荘町・豊郷町・甲良町・多賀町）からの回答は40社だった。

地域経済データ
しがぎん経済文化センター「滋賀県内企業動向調査」より

景況感は3年9カ月ぶりにプラス水準に回復

設備投資実施は9カ月ぶりに５割超
　今回の調査期間（10－12月期）内に設備投資を実施した

（する予定）企業の割合は、湖東地域では53.7％で、前回調

査（７－９月期）の42.5％より上昇、県全体（50.6％）をやや

上回った。

　設備投資実施予定（未確定を含む）の主な内容をみると、

「生産・営業用設備の更新」（48.0％）がトップ。次いで「車

両の購入」「生産・営業用設備の新規導入」（ともに36.0％）、

「建物の増改築」（20.0％）となった（図表４）。

　なお、来期（18年１－３月期）に設備投資を実施する企

業の割合は、湖東地域では60.0％に上昇し、県全体（43.0％）

を上回る見通しだ。

「働き方改革」に取り組む企業は５割弱
　今回、「働き方改革」についての特別アンケートを併せて

実施した（湖東地域の有効回答41社）。

　県内企業に「働き方改革」への取り組み状況についてたず

ねたところ、湖東地域全体では「様子をみながら徐々に取り

組んでいる」（29.3％）が最も多く、「積極的に取り組んでい

る」（19.5％）を加えた『取り組んでいる』企業は48.8％となっ

た。これは県内６地域で最も少なく、また唯一５割を切る結

果となった。一方、「今後取り組む予定（実施に向けた準備

をしている）」（26.8％）を加えた“取り組みに前向きな企業”

は75.6％を占め、県全体（74.4％）を上回った。すでに実施し

ている企業の割合は低いものの、取り組みへの関心は高い。

　業種別にみると、湖東地域は製造業で「積極的に取り組ん

でいる」（31.6％）が３割を超え、県平均（13.3％）を18.3ポイ

ント上回った。『取り組んでいる』（「積極的に取り組んでい

る」と「様子をみながら徐々に取り組んでいる」の合計）割合

は、製造業が52.7％、非製造業が45.5％と、製造業が高い。「今

後取り組む予定（実施に向けた準備をしている）」を加える

と、製造業が79.0％、非製造業が72.8％と、いずれも県全体を

上回った（図表５）。

取り組みの狙いは、主に「従業員満足の向上」
「優秀な人材の確保」
　前問で働き方改革に『取り組んでいる』もしくは「今後

取り組む予定」と回答した企業に、取り組みのねらいにつ

いてたずねたところ（複数回答）、湖東地域では「従業員満

足の向上」と「優秀な人材の確保」（ともに71.0％）が７割を

超えて最も多く、次いで「労働生産性の向上」（64.5％）と

なった。とくに「優秀な人材の確保」は県全体（60.4％）に

比べて10.6ポイント高く、県内地域でも特に厳しい湖東地

域の人手不足の現状を反映していると思われる。

　具体的にどのようなことを実施または実施予定かたず

ねたところ（複数回答）、湖東地域では「従業員の労働生産

性の向上」（64.5％）が最も多く、次いで「長時間労働の是正」

（58.1％）となり、県全体と同様にこの２項目が突出して多

くなった（図表６）。

取り組まない理由、「取引先などの外的要因」が４割
　最初の設問で「現時点では具体的な取り組み予定はない」と回答した企

業に「働き方改革」に取り組まない理由をたずねたところ（複数回答）、湖

東地域では「取引先など外的要因を考えると着手は難しいから」（40.0％）

が最も多く、次いで「推進できる人材がいないから」（30.0％）となった。

　長期にわたる深刻な人手不足も背景に、湖東地域企業の「働き方改革」

取り組みへの関心は高い。一方で、取引先との関係や社内体制のほか、企

業規模や業種によっても取り組み推進に向けてのハードルはさまざまで

ある。まずは各社が取り組みやすい項目から始めることで、各企業の発

展・成長と従業員満足につながる働き方が実現することを期待したい。

景況感はプラス水準に回復
　今回の調査期間（2017年10－12月期）での湖東地域の

自社の業況判断ＤIは＋10だった。前回（17年７－９月期：

－29）から39ポイント良化し、３年９カ月ぶりにプラス水

準に回復した（図表１）。県全体（＋７）との比較では、３ポ

イント上回った。県内の他地域は、湖西地域（－20）のみが

マイナス水準となった（図表２）。

　「良い」理由としては、「新規取引先の売上増等で売上５

～10％増加」（化学）、「公共工事、民間工事で受注10％増加」

（建設）、「受注堅調」（繊維）、「売上10％増加」（その他の製造

業）などの意見があった。一方で「天候不順（台風）」（食料

品、小売、サービス）、「利益率の高い仕事が少ない」（建設）、

「人件費増（時給アップ、採用費アップ）」（サービス）などの

厳しい意見も見られた。

　３カ月後は13ポイント低下の－３となる見通しを示し

たが、他地域はすべてプラス水準となる見通しである（図

表２）。

雇用人員DIは引き続き不足感強い
　湖東地域のその他のＤI項目をみると、売上ＤIは＋５と

前回（－15）から20ポイント上昇しプラス水準となった。

３カ月後は－５と再びマイナス水準に低下する見通し。経

常利益ＤI（－17→－５）は、マイナス幅が減少。販売価格

ＤI（－13→＋３）は16ポイント上昇も、仕入価格ＤI（＋18

→＋39）も＋21ポイントと大幅に上昇し、価格転嫁が進ま

ない状況が続いている。製・商品の在庫ＤI（＋11→＋15）

は４ポイント上昇。生産・営業用設備ＤI（－15→－18）は

マイナス幅が拡大した。雇用人員ＤIは－48で前回（－49）

から１ポイント改善も県全体（－41）を下回り、県内では最

もマイナス幅が大きく、不足感が強いようだ（図表３）。

 ・ 質問の「プラスの選択肢（良い・増加・上昇）の回答割
合」から「マイナスの選択肢（悪い・減少・不足）の回
答割合」を引いた指数。 

 ・ 各項目の水準や方向性を示す。

【分析方法】ＤＩ（ディフュージョン・インデックス）
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ＯＡ機器の購入

ソフトウェアの購入

建物の新築

土地購入

その他

図表４ 設備投資の主な内容（複数回答）

県全体（n＝167）

湖東（ｎ＝25）

（％）

※（　）内の数値は前回調査時点での10 -12月期の見通し

17年 17年 17年 18年
1-3月期 4-6月期 7- 9月期 1-3月期

前回 見通し

売上 （増加－減少） 5 9 -15 5 ( -10 ) -5

経常利益 （増加－減少） -3 5 -17 -5 ( -12 ) -10

製・商品の在庫 （過大－不足） 8 5 11 15 ( 11 ) 0

販売価格 （上昇－下落） 0 -12 -13 3 ( -26 ) -10

仕入価格 （上昇－下落） 25 17 18 39 ( 18 ) 31

生産・営業用設備（過剰－不足） -3 -9 -15 -18 ( -15 ) -23

雇用人員 （過剰－不足） -30 -53 -49 -48 ( -56 ) -45

項目
17年

10-12月期
今回（※）

図表３　その他のＤI項目（湖東地域）
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湖東

全体
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種
業

全
業

造
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業
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図表５ 「働き方改革」への取り組み状況（業種別）

積極的に取り組んでいる 様子をみながら徐々に取り組んでいる

今後取り組む予定（実施に向けた準備をしている） 現時点では具体的な取り組み予定はない

従業員の労働生産性の向上

長時間労働の是正

有給休暇取得の推進

女性活躍の促進

高齢者の採用促進

労働時間制度の見直し

（ﾌﾚｯｸｽﾀｲﾑ制などの導入）

外国人材の採用

ﾃﾚﾜｰｸ（在宅勤務）の推進

同一労働同一賃金の実現

副業・兼業の容認

その他

図表６ 「働き方改革」で具体的に実施していること（実施予定含む）（複数回答）
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（寄稿：㈱しがぎん経済文化センター）
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図表２ 自社の業況判断ＤＩ（地域別）

年 月期 年 １－３月期 年 ４－６月期 年 ７－９月期 年 － 月期 年 １－３月期（見込み）

（％・ポイント）

年 年 年 年 年 年

（％・ポイント） 図表１ 自社の業況判断ＤＩの推移 湖東地域）

当期ＤＩ 当期ＤＩ

（県全体）

かなり良い やや良い やや悪い かなり悪い

（ｎ＝ ）

（見通し）

年 月

消費税率８％年 月政権交代
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「イベントガイド」コーナーに関
するお問い合わせは当所「不易
流行」担当 ℡0749-22-4551まで

●

2 月 イ ベ ン ト ガ イ ド
特別公開「雛と雛道具」
▶２／9（金）～3／6（火）
　8：30～17：00（入館は16：30まで）
▶彦根城博物館
井伊家13代直弼の愛娘弥千代 （1846-
1927）の雛と大揃いの雛道具を、地元
の旧家に伝来した古今雛や御殿飾りな
どとともに一挙公開。 春の訪れを告げ
る恒例の展示です。
※工事に伴い、常設展示を縮小して開催
しています。詳しくはHPをご覧ください。

彦根城博物館 TEL.22-6100
http://hikone-castle-museum.jp

プラザフェスティバル
2018
▶【児童劇部門】２／10（土）
　10：30開演　メッセホール
▶【クラシック部門】２／１0（土）
　14：00開演　エコーホール
▶【舞踊部門】２／11（日）
　14：00開演　グランドホール
▶【バレエ部門】２／18（日）
　15：00開演　グランドホール
▶【チャレンジ部門】２／24（土）
　14：00開演　エコーホール
▶【邦舞・邦楽部門】２／25（日）
　14：00開演　エコーホール
▶入場無料（要整理券）
▶整理券配布場所
　ひこね市文化プラザ・市民会館・
　みずほ文化センター
文化芸術団体や個人が日頃練習を重
ねてきた成果を発表する場として、ま
た、優れた舞台芸術に親しみ鑑賞して
いただく機会として「プラザフェスティ
バル2018」を開催します。

ひこね市文化プラザチケットセンター
TEL.27-5200  https://bunpla.jp

グリルの枠を超えた
新発想
コンロ調理体験会
▶2／13（火）10：30～12：30
　〈申込締切日：2／6（火）〉

▶3／13（火）10：30～12：30
　〈申込締切日：3／6（火）〉
▶大阪ガス総合ショールーム
   DILIPA彦根
▶参加費：無料
▶定員８名（応募多数の場合抽選、初回
　の方に限ります）

最新のＳｉセンサーコンロを体験いただきます。
MENU＊マルチグリル ・たっぷり野菜のト
マトソースペンネ・ピザ（新機能の冷凍食品
モードを使用します）＊ココットダッチオー
ブン ・あったかポトフ
ＨＰ内イベント申込フォームをダウンロー
ドのうえ、FAXにてお申込みください。
大阪ガス総合ショールーム DILIPA彦根
TEL.22-3409・FAX.22-3167
http://home.osakagas.co.jp/
      showroom/dilipa_hikone

ひこねで朝市
▶2／18（日）８：00～ 12：００
▶護国神社
新鮮野菜・豆腐、湖魚・郷土料理、醤油、
パン、菓子、ミニカフェ、その他、地産地消
こだわりの品 が々並びます！

ひこねで朝市実行委員会
TEL.24-4461

彦根灯花会
▶２／１０（土）～１４（水）18：00～21：00
▶夢京橋キャッスルロード・四番町
　スクエア一帯
滋賀県一円8会場で同時開催される灯
りのイベント「びわ湖灯り絵巻」に連動
して、四番町スクエア一帯の街路樹や
道路などをLEDでライトアップします。
四番町スクエアにはハート型の大きな
電飾モニュメントも登場予定です。

（公社）彦根観光協会 TEL.23-0001
http://www.hikoneshi.com

テーマ展
「柳桜をこきまぜて
－柳と桜のデザイン－」
▶３／10（土）～４／10（火）
　8：30～17：00（入館は16：30まで）
▶彦根城博物館
「見渡せば柳桜をこきまぜて」というよ
うに、春を彩る花木として和歌にも詠ま
れた柳と桜。美術工芸品に見る柳と桜
の競演をお楽しみください。

彦根城博物館 TEL.22-6100
http://hikone-castle-museum.jp

ディリパ彦根
フリーマーケット
▶3／11（日）10：00～14：0０
▶大阪ガス総合ショールーム
   DILIPA彦根館内
第２１回フリーマーケットがディリパ彦
根で開催されます。館内での開催ですの
で、雨天でも安心してご来館ください。
ワークショップブースのご出店も大歓迎!

＊ご出店者さま募集！！ 
　出店料無料、募集区画１5区画
　先着順受付
ＨＰ内イベント申込フォームをダウンロー
ドのうえ、FAXにてお申込みください。
大阪ガス総合ショールーム DILIPA彦根
TEL.22-3409・FAX.22-3167
http://home.osakagas.co.jp/
      showroom/dilipa_hikone

第5回彦根亭落語会
笑福亭松喬 襲名記
念会
▶３/1７（土）開場13：30 開演14：00 
▶ひこね市文化プラザ エコーホール
▶料金（全席指定/税込）
　一般 2,800円
　ペア券（2枚1組）5,000円
※未就学児入場不可

江戸時代から続く上方落語の名跡・笑福
亭松喬が約4年振りに復活！戦後の上方
落語をけん引した師匠・六代目の名跡を
継ぎ、笑福亭三喬が七代目松喬を襲名。
先代譲りの丁寧な語り口で聞かせる、古
典落語をお楽しみください。

ひこね市文化プラザチケットセンター
TEL.27-5200  https://bunpla.jp

ひこね市民大学特別講座
芸術学部　絵本の中
の美術～どうぶつの
描き方～
▶３／18（日）開場13：30 開講14：00
▶ひこね市文化プラザメッセホール
▶料金（全席自由/税込）
　チケット 2／3（土）9：00～予約開始
　一般 500円
　高校生以下 無料(要入場チケット)
※未就学児入場不可 ※高校生以下のチケ
ットはひこね市文化プラザのみの取扱い

「かわうそ３きょうだい」「あらしのよる
に」の絵本作家・あべ弘士と、自ら絵本
塾を主宰しプロの絵本作家を世に送り
出している増田喜昭が絵本の中の美術
について語ります。さらに、講演会の中
ではあべ弘士がどうぶつの絵を描く予
定です。絵本が大好きな方、素敵な絵本
を探し続けている方、あべ弘士ファンの
方、楽しい講座にぜひお越しください。
ひこね市文化プラザチケットセンター
TEL.27-5200  https://bunpla.jp

パエリアでパーティー
気分満喫♪
▶3／20（火）10：30～12：45
　〈申込締切日：３／６（火）〉
▶大阪ガス総合ショールーム
   DILIPA彦根
▶参加費 1,000円（税込）
▶定員 12名（応募多数の場合抽選）
MENU ・フライパンdeパエリア・豚ヒレ
肉と生ハムのソテー 焼きキノコ添え・グ
リル野菜 バーニャカウダ・ミルキーバ
ターケーキ フルーツと共に・紅茶
ＨＰ内イベント申込フォームをダウンロー
ドのうえ、FAXにてお申込みください。
大阪ガス総合ショールーム DILIPA彦根
TEL.22-3409・FAX.22-3167
http://home.osakagas.co.jp/
      showroom/dilipa_hikone

10：30～11：00 彦根城天守前
13：30～14：00／15：00～15：30 彦根城博物館前（冠木門）
 彦根市観光企画課  TEL.30-6120  公式HP http://hikone-hikonyan.jp/

2月も「ひこにゃん毎日登場！」
 ※都合により中止または登場場所変更の場合も有

※雨天の場合は彦根城博物館前（冠木門）

整理券配布中！

イータックス

以下のことにご留意願います。
●当会場で納税はできませんので、お近くの金融機関をご利用く
　ださい。
●彦根税務署庁舎内には申告書作成会場を開設しておりません。
　（税務署では申告書の受理・納税・用紙の交付・納税証明書の発行
　 等を行います。）
●彦根税務署は土・日・祝日は閉庁しております。

　確定申告書は「前年の申告書の控」及び「平
成29年分確定申告の手引き」等を参考に、ご
自分で作成していただきますようお願いいた
します。
　国税庁ホームページ「確定申告書作成コー
ナー」（http://www.nta.go.jp）で確定申告書
が簡単に作成できます。
　確定申告書の提出は郵送でもできますの
で、是非ご利用ください。（郵送での提出先は、
彦根税務署です。）

お問合せ先：彦根税務署  TEL.22-7640
e-Taxホームページをご覧ください。
http://www.e-tax.nta.go.jp

申告書は、自分で書いて、お早めに！

彦根税務署からのお知らせ

開設期間　2月16日（金）～3月15日（木）（土・日は除く）
相談受付　9：00～16：00
※会場の混雑状況により早めに相談受付を終了する場合があります。
※当会場の駐車場は大変混雑しますので、電車・バス等の公共交通機関をご利用ください。

申告書作成会場は、今年も彦根商工会議所（4階）です!
税だより

　彦根税務署では、近畿税理士会彦根支部の税理士の指導に
よる地区納税相談所を次のように開設いたします。
　特に小規模事業者のために、近畿税理士会彦根支部から派
遣された税理士がご相談に応じておりますので、お気軽にお
越しください。

【確定申告に必要な書類等】
１　確定申告関係諸用紙   
　　※前年分の控え（確定申告書、青色決算書又は収支内訳書）があ
　　れば併せて御持参ください。 
２　売上、仕入、経費などが分かる帳簿書類等
３　社会保険料の支払金額が分かる書類（国民年金及び同基金につ
　　いては控除証明書）   
４　生命（地震）保険料など所得控除の計算に必要な証明書等 
５　本人確認書類の写し   
　　例）マイナンバーカード   
　　例）通知カード及び運転免許証、公的医療保険の被保険者証等 
６　彦根税務署より届いたハガキ及び印鑑

平成29年分 所得税確定申告地区納税相談所開設

相談日時　２月21日（水）、22日（木）、23日（金）
　　　　　いずれの日も10：00～ 12：00
　　　　　　　　　　　 13：00～ 16：00
　　　　　　　受付時間 10：00～ 15：00
相談場所　ビバシティ彦根 ２階第一研修室
　　　　　（彦根市竹ヶ鼻町43-1）

問合せ：彦根税務署 個人課税第1部門 TEL.22-7640（内線33） ※自動音声による番号案内が流れた場合は「２」を押してください。

www.smrj.go.jp/tkyosai TEL:050-5541-7171（共済相談室） 経営セーフティ共済

中小企業倒産防止共済制度 中小企業倒産防止共済制度の特長

経営セーフティ共済
「回収困難となった売掛金債権等の額」と「掛
金総額の10倍に相当する額（最高8,000万
円）」のいずれか少ない額となります。償還期間
は共済金の貸付金額に応じて5年～7年（据置
期間6か月を含む）で毎月均等償還です。

共済金の貸付けは、「無担保・無保証人」「無利
子」です。ただし、共済金の貸付けを受けますと
貸付額の10分の1に相当する額が積み立てた
掛金総額から控除されます。

掛金月額は、5千円～20万円の範囲内
（5千円単位）で自由に選べます。

掛金の10倍の範囲内で
最高8,000万円
まで貸付け

貸付条件は
無担保・無保証人

掛金は税法上
損金（法人）または
必要経費（個人事業）に

経営セーフティ共済は、取引先事業者が倒産
し、売掛金債権等が回収困難になった場合
に、貸付けが受けられる共済制度です。「もし
も」のときの資金調達手段として当面の資金
繰りをバックアップします。

取引先の
倒産から会社を守る
制度です！



明確なターゲットで注目度アップ！ お問合わせ・お申し込み
TEL.0749-22-4551

クーポン
広告募集

・一般のクーポン広告掲載料に比べると会員価格でお得です。
・商工会議所会員事業所など約2,000の事業所に配布します。
・折り込みやDMのコスト削減に役立ちます。 ¥14,000-

掲載料金（税込）縦70mm×横90mm

有効期限2018年3月15日まで

有効期限2018年3月15日まで

有効期限2018年3月15日まで

有効期限2018年3月15日まで

有効期限2018年3月15日まで

有効期限2018年3月15日まで

500円OFF
（要予約）

他券・他サービスとの併用はご遠慮ください。

彦根市松原町1377／予約専用電話 0120-28-2667
宴会最大80名／駐車場あり（15台）／彦根市内への送迎承っております。
http://www.futabasoh.com/

今が旬です
双葉荘特製天然真鴨鍋
二月末まで限定プラン

● 天然真鴨鍋 お一人様　　
　 7,560円（税・サ込）より
● 一羽丸ごと天然真鴨鍋
　 フルコース12,420円（税・サ込）
　 より
他にも近江牛しゃぶしゃぶ・すき
焼きプランなどをご用意いたして
おります。

和の灯りで心の安らぎを
仏事はもちろんのこと、暮らしの中
でお使いいただける和ろうそくを幅
広く取り扱っております。
伝統工芸品である和ろうそくや貴
重なお香に興味のある方はぜひお
立ち寄りください。

彦根市河原３丁目２-２４・Tel.０７４９-２6-2106
営業時間 9：0０～19：0０・無休・来店前要予約

蠟喜商店
和蠟燭

洋ローソク・線香・焼香一式

お線香 ３割引
お1人様１枚のご利用と

させていただきます。蠟喜商店和蠟燭

質入れしていただいた方に洋ローソクプレゼント

お1人様１枚のご利用と

させていただきます。

※楽器本体は対象外です。

・アクセサリーお買い上げで８％off
・当店オリジナルピック３枚プレゼント

映像・音響・情報通信システム設計施工　　人にやさしいシステムつくりをモットーに

 本社  〒522-0033 滋賀県彦根市芹川町 593-1     
　　　TEL 0749-22-7903 FAX 0749-23-8202 

京都営業所　〒600-8141 京都市下京区西木屋町通七条上る新日吉町124-3
             　 TEL 075-353-5637　FAX 075-352-2801

 http://www.akebono-tokki.com

非常･業務放送・音響システム 防犯カメラシステム

プロジェクター・AVシステム 画像伝送・TV会議システム

学校・文化ホールなど、あら
ゆる場所において放送設備が
利用されています。また、万
一の災害に備えて非常放送設
備の設置が必要です。当社で
は信頼性のある最新の機器と
確かな技術で提案・設計させ
ていただきます。

鮮明な映像と聴きやすい音響により、PCプレゼンテーションや
ビデオ上映などより簡単な操作で運営できるよう、お客様の声を
反映させながらシステムを構築いたします。

高画質な動画や静止画で多地点プレゼンテーションや会議、遠隔
教育など様々な用途で活用できます。世界中の会議室がネット
でつながります。

ブロードバンドの急速な普及
により、活躍の場が拡大しつ
つあるネットワークカメラ。
さまざまな分野での利用が
増えてきています。

岡村家の第７代岡村太内が安政元
年（1854年）に、彦根藩主井伊直弼
より酒造りを命じられ第８代岡村多
内が創業。当時彦根藩領であった湖
東の豊郷吉田の地は、鈴鹿山系の豊
富な名水が湧き、良質の近江米の産
地であり、伊吹山からの寒風と酒造
りに大変恵まれており、２年の歳月を
かけ酒蔵を建築しました。酒銘「金
亀」、この豊郷の地で160余年にわた
りこだわりの酒造り続けております。

金亀醸造元岡村本家
井伊直弼が命じた酒造り

滋賀県犬上郡豊郷町吉田100
tel .0749-35-2538

岡村
本家

お猪口プレゼント
本券をご持参の方に、特製お猪口を

1個進呈いたします

揚げたて天ぷらの「てん幾」はおかげさまで２周年を迎えました。
日頃の御愛顧に感謝申し上げます。

御料理 伊勢幾
● 揚げたて天ぷらコース
　　　　     6,000円より
● 揚げたて天ぷら
     ランチコース 3,500円
● 月替わり会席
                       5,000円より
● たちばな御前（ミニ会席）
                             3,500円
● 名物 真鴨鍋コース
                              7,000円
                       ※各種税・サ別

他券、他サービスとの併用はご遠慮ください。

御料理 伊勢幾 飲食代
５%OFF

彦根市錦町4-23・tel.0749-22-0063・不定休
営業時間 11：00～14：00・16：00～20：30（LO）

人と街の未来を
切り拓く

http://www.hashimoto-g.co.jp/

株式会社橋本ホールディングスは橋本グ
ループの持株会社として2010年に設立し
ました。グループのコア事業を担う「建設事
業」「山土・採石販売事業」及び「不動産業」な
ど事業会社を統括するグループガバナンス体
制を構築、運用しています。今後も「グループ
ビジョン」に基づき、皆さまの「安全で快適な
暮らし」に貢献できる企業グループを目指し
てまいります。

〒522-0221 滋賀県彦根市野口町283-2／tel.0749-25-3300・fax.0749-25-3308

株式会社 橋本不動産
住宅を提供するだけでなく、安全性を考慮し
た道路や美しい家並みなど景観に配慮した
「夢あふれる街づくり」を進め、皆さまのベス
トパートナーを目指しています。

株式会社 オオミ建設
山土、砂利、砕石などの採取、販売からスター
トし、土木工事の請負、建設現場から排出さ
れる産業廃棄物の収集運搬及び中間処理を
行っています。

株式会社 橋本建設
湖国の自然環境と地域社会の調和のとれた
暮らしを創ること。自然物と人工物が融和
し、人々の生活をより豊かで便利なものにす
ること。それが私たちの仕事です。

▶観音坂トンネル築造工事（県道間田長浜線）

▶中間処理の破砕機

▶大規模太陽光発電事業

株式会社 NEVERLAND
中核都市にふさわしい街を目指し実施され
ている「彦根駅東土地区画整理事業」。その
一翼を担い、今後も地域社会の発展と生活
文化の向上に努めてまいります。

▶彦根駅東土地区画新しい時代の 都市を創る

彦根市中央町6-11・1階／TEL.0749-20-6989
営業12：00～21：00／定休日 水曜日

●各種楽器販売
ギター、ベース、ドラム、アンプ、エフェ
クター、ウクレレ、関連アイテムなどを
取り揃えています。
●店頭リペア対応可
リペアマン常駐！即日対応可！
改造や調整のご相談も承ります。
●練習スタジオ完備
モニタリングにこだわった練習スタジオを
設置。個人練習用１室、バンド練習用１室。
・スタジオレンタル 1,800円／h～

楽器修理致しますのでなんでもご相談くだ
さい。（ギター、ベース、アンプ各種、管楽器等）

エフェクターブランド「ennui sound」




